
こちらのQRコードか
ら荻窪法人会マーケッ
トのモバイルクーポン
券が取得できます。

NOVEMBER 2012OGIKUBOHOJINKAI No.171

佐
藤
慶 SATO KEI

杉
並
区
に
住
ん
で
い
た
著
名
人

荻窪法人会は荻窪税務署管内の

法人企業の有志が集う会です。

法人会は“よき経営者をめざす

ものの団体”がスローガンですが
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よき 経 営 者をめざ すもの の 団 体
東 法 連 提 唱「 社 会 貢 献 」一人ひとりの 力は 小さくても、みん なの自覚をもって一人ひとつできることから



よき経営者をめざすものの団体  それが法人会です
正しい税知識を身につけたい。もっと積極的な経営をめざしたい。社会のお役に立ちたい。そんな経営者
の皆さんを支援する全国組織、それが法人会です。現在、約90万社の会員企業、41都道県に442の単
位会を擁する団体として大きく発展しています。あなたに近く、社会と広く。どこまでも人を中心に、さま
ざまな活動を展開する法人会。税のオピニオンリーダーとしての貢献はもとより、会員の研鑽を支援する各
種の研修会、また地域振興やボランティアなど地域に密着した活動を積極的に行っています。健全な納税
者の団体、よき経営者をめざすものの団体…これが法人会です。

	 3	平成24年度全国統一の「会員増強運動月間」が始まる
	 	 ◎	小竹良夫／社団法人荻窪法人会	会長
	 	 ◎	田中晴弘／社団法人荻窪法人会	組織委員会	委員長
	 	 ◎	小茄子川栄治／荻窪税務署	統括官

	 5	秋のブロック研修会
	 	 ◎	全ブロック共通テーマ「最近の税制改正について」
	 	 講師：森本学／荻窪税務署	審理上席調査官
	 	 ◎	第3ブロック「相続を争族としない為の遺言書の役割」
	 	 講師：	平田祐子司法書士

	 	 「健康第一！　そのために周囲の人と会話をしよう」

	10	小幡𠮷昭	荻窪税務署署長インタビュー
	 	 本音トークの座談会SERIES
	 	 「青年経営者の鍛錬の場である青年部会、今までの会としての魅力を残しつつ、公益化と向き合うために必要なこととは」

	12	青年部会座談会
	 18	厚生事業委員会	特別講演会
	 20	第11回	ブロック対抗ゴルフ大会
	 21	税務コーナー
	 22	税制改正要望大会
	 	 第29回法人会全国大会	北海道大会レポート

	 	 【 連 載 】平成24年度
	 24	第29回	今話題の税制改正の内容（	その3	）
	 	 ◎	小林誉光／税制委員会	副委員長
	 26	e	-Tax推進税理士事務所について
	 27	ブロック・支部・委員会・部会からの報告
	 	 第5ブロック
	 	 厚生事業委員会
	 	 広報委員会
	 	 青年部会
	 	 女性部会
	 	 源泉部会

	 31	【予告】2013年2月27日	特別講演会

CONTENT

佐藤 慶（さとう けい）俳優

福島県会津若松市生まれ。本名は佐藤慶之助。1955年以降、大島
渚監督の一連の作品をはじめ、映画、舞台、テレビドラマで存在感の
ある悪役などを演じる。その無機質な風貌を生かし、屈折した性格の
悪役を得意とし、社会派作品から時代劇・ヤクザ映画まで、様々な作
品で総合的性格俳優として活躍する。
1965年、『鬼婆』でパナマ映画祭主演男優賞。1971年、『儀式』『日
本の悪霊』でキネマ旬報主演男優賞を受賞。1967年のテレビドラマ

『白い巨塔』では、田宮二郎の野心的な雰囲気とは違った暗くねじれた
個性を前面に出した財前五郎役を演じた。1980年、紀伊國屋演劇賞
受賞。
晩年の代表作にはNHK連続テレビ小説『ほんまもん』、大河ドラマ『風
林火山』がある。
2010年5月2日、肺炎のため都内の病院で死去した。81歳没。
自宅は久我山にあった。
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本
日
の
「
会
員
増
強
推
進
会
議
」
に
は
、

組
織
員
会
の
皆
様
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
支
部
長

の
皆
様
が
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。「
会
員
増
強
推
進
会
議
」

は
毎
年
の
恒
例
会
議
で
あ
り
ま
す
が
、
10

月
・
11
月
の
「
会
員
増
強
月
間
」
に
む
け

て
の
決
起
大
会
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
会
議
に
先
立
ち
ま
し
て
先
ほ
ど

「
組
織
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、
組
織
委
員

の
皆
様
か
ら
8
月
・
9
月
に
行
い
ま
し
た

「
稼
働
法
人
調
査
」
の
結
果
報
告
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
暑
い
最
中
に
各
委
員

が
各
地
域
の
会
社
の
実
動
調
査
を
し
て
い
た

だ
き
、
昨
年
以
上
の
調
査
整
理
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
事
を
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
10
月
・
11
月
は
本
番
の
「
会
員
増

強
月
間
」
で
あ
り
ま
す
。
法
人
会
の
会
員

増
強
は
ま
さ
に
会
の
基
盤
づ
く
り
の
仕
事

社
団
法
人
荻
窪
法
人
会 

組
織
委
員
会
会
員
増
強
推
進
会
議

平
成
24
年
度
全
国
統
一
の
﹁
会
員
増
強
運
動
月
間
﹂
ス
タ
ー
ト
。

9
月
末
で
組
織
率
が
70
・
5
％
、
去
年
に
比
べ
プ
ラ
ス
0
・
3
％
。

︻
組
織
委
員
会
と
は
︼
未
加
入
法
人
ヘ
の
会
員
増
強
運
動
推
進
の
た
め
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
支
部
・
部
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
役
員
が
勧
奨
活
動
す
る
委
員
会
で
す
。

会長あいさつ　
小竹良夫／社団法人荻窪法人会 会長

組織委員会は大きな看板であり、基盤づくり

で
す
。
加
入
率
が
東
法
連
第
2
位
を
維
持

し
て
い
る
荻
窪
法
人
会
組
織
委
員
会
は
当

会
の
看
板
委
員
会
の
一
つ
で
あ
る
と
誇
り
に

思
っ
て
お
り
ま
す
。
田
中
委
員
長
を
中
心
に

3
月
末
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ
く
よ
う
改
め

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
当
会
の
公
益
法
人

認
定
に
つ
き
ま
し
て
は
8
月
末
に
東
京
都
の

担
当
部
局
に
申
請
書
を
提
出
し
て
お
り
ま

す
。
早
け
れ
ば
年
内
に
、
遅
く
て
も
2
月

頃
ま
で
に
は
認
定
さ
れ
る
と
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
認
定
さ
れ
た
際
に
は
、
今
ま
で
以
上

に
社
会
に
認
知
さ
れ
た
法
人
会
の
新
し
い
ス

タ
ー
ト
と
し
て
簡
単
な
お
祝
い
の
会
も
開
催

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
皆
様
の
ご
事
業
の
ご
繁
栄
、
ご

健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
て
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

毎
年
10
、
11
月
の
全
国
統
一
の
「
会
員
増
強
月
間
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

組
織
委
員
会
で
は
9
月
26
日
に
東
信
閣
で
会
員
増
強
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

来
賓
に
は
荻
窪
税
務
署
よ
り
小
茄
子
川
統
括
官
、
森
本
上
席
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
小
茄
子
川
統
括
官
が
挨
拶
で
日
頃
の
税
務
行
政
へ
の
理
解
に
つ
い
て
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
今
回
の
増
強
会
議
の
出
席
数
は
51
名
で
、
会
員
増
強
運
動
へ
の
意
欲
が
伺
え
ま
し
た
。



社 団 法 人 荻 窪 法 人 会
組 織 委 員 会 会 員 増 強 会 議
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会
員
増
強
推
進
会
議
に
ご
出
席
を
賜
り

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

例
年
な
く
非
常
に
暑
い
中
、
稼
働
法
人

調
査
を
し
て
頂
き
ま
し
て
、
お
陰
様
で
70
・

5
パ
ー
セ
ン
ト
の
数
字
を
あ
げ
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
稼
働
法
人
数
は
3
2
2
4
社
、

昨
年
と
比
べ
て
、
マ
イ
ナ
ス
1
2
7
社
、
会

道
に
乗
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
適
正
公
平
な

課
税
の
実
現
の
た
め
に
各
部
門
の
事
務
、

年
末
調
整
の
説
明
会
、
確
定
申
告
、
こ
れ

ら
の
事
務
の
準
備
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
と

い
う
よ
う
な
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ

と
e

−

T
a
x
の
電
子
申
告
、
電
子
納
税
の

利
用
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
力
を

注
い
で
ま
す
。
法
人
会
の
皆
さ
ま
方
に
も
、

さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。
本
日
の
会
員
増
強
推
進
会
議
は
、

会
の
活
動
を
活
発
に
す
る
た
め
に
必
要
不

可
欠
な
会
議
、
い
わ
ば
、
会
の
活
動
の
根

本
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
活
発
な
議
論
、
そ
し
て
、
慎
重

な
る
審
議
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

最
後
に
法
人
会
の
皆
さ
ま
方
の
ご
健
勝

を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
方
の
事

業
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
私
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

法
人
会
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら

税
務
行
政
に
対
し
て
深
い
ご
理
解
、
ご
協

力
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

国
税
の
人
事
異
動
か
ら
2
カ
月
経
過
し
、

荻
窪
税
務
署
に
お
い
て
は
事
務
関
係
が
軌

ご来賓あいさつ　
小茄子川栄治／荻窪税務署 統括官

委員長あいさつ　
田中晴弘／組織委員会 委員長

会員増強推進会議は、
会の活動の根本をなすもの

充実した事業の運営こそが大切

員
数
は
2
2
7
4
社
に
対
し
て
、
マ
イ
ナ
ス

77
社
と
減
っ
て
お
り
ま
す
。
加
入
率
は
70
・

5
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
て
0
・
3
パ
ー
セ
ン

ト
昨
年
よ
り
プ
ラ
ス
で
す
。
現
時
点
（
9

月
25
日
）
で
の
入
会
数
は
15
社
、
昨
年
も

同
様
数
が
入
会
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
毎
年
、

稼
働
法
人
数
及
び
会
員
数
が
非
常
に
減
っ

て
、
景
気
の
影
響
を
非
常
に
受
け
て
い
る
事

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
稼
働
法
人
調
査
は
毎

年
東
京
法
人
連
合
会
よ
り
、
新
設
法
人
の

デ
ー
タ
が
報
告
さ
れ
て
き
ま
す
の
で
、
併
せ

て
今
ま
で
の
未
加
入
法
人
様
と
一
緒
に
、
営

業
の
有
無
、
移
転
さ
れ
て
い
る
か
、
他
の
法

人
会
に
入
会
さ
れ
て
い
る
か
の
調
査
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
デ
ー
タ
を

基
に
、
10
、
11
月
の
会
員
増
強
月
間
を
推

進
し
て
頂
く
事
が
第
1
の
目
的
で
す
。
荻

窪
法
人
会
各
委
員
会
が
精
力
的
に
行
っ
て

い
る
、
異
業
種
交
流
会
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
2
月
全
体
研

修
会
、
又
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
、
支
部
研
修
会

等
、
荻
窪
法
人
会
の
諸
活
動
を
幅
広
く
理

解
し
て
頂
く
法
人
様
に
よ
り
多
く
入
会
し

て
頂
き
た
と
存
じ
ま
す
。
平
成
24
年
度
の

目
標
は
加
入
率
73
パ
ー
セ
ン
ト
で
1
0
0
社

増
強
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
各

役
員
、
会
員
様
の
ご
協
力
ご
理
解
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

荻
窪
法
人
会
の
良
き
伝
統
と
実
績
を
継
続

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お
知
り
会
い
の
方
で
、
法
人
会
に
ご
入
会
し
て
い
な
い
法
人
が
有
り
ま
し
た
な

ら
、
是
非
、
ご
入
会
を
勧
め
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
一
緒
に
会
合
、
行
事
に
参

加
さ
れ
れ
ば
一
層
楽
し
い
会
に
な
り
ま
す
。
ご
紹
介
い
た
だ
け
る
法
人
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
事
務
局
、
支
部
の
役
員
に
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
、
荻
窪
管
内
以
外
の
法
人
紹
介
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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平成24年9月、各ブロックにて秋季研修会が行われました。
各ブロックは講師に森本上席をお招きし共通テーマとして、講演「最近の税制改正について」、
第3ブロックは独自テーマでの講演も行いました。これらの講演レポートをご紹介します。

【秋の研修会について】荻窪法人会は秋と春に研修会を行っています。荻窪法人会は荻窪税務署管内を5つのブロックに地域割りをしています。
秋はそれぞれのブロックが個別に研修会を開きます。秋の研修テーマの一つは荻窪税務署に講師をお願いして税務・納税など税金に関わる話
やいままで経験されたことなど講話していただきます。この研修テーマは各ブロック共通ですがブロックに因つては第2部を編成して地域に関わ
る講演を企画することがあります。法人会以外の方も参加できます。

平成 24 年 度  荻 窪 法 人 会

ブロック秋 季 研 修会

ブロック 開催日 場　所 他の講演・研修 出席数

1 9月20日（木）
午後6時

東京三協信用金庫
井荻駅前支店

【共通テーマ】
「最近の税制改正について」
講師：
荻窪税務署
審理上席調査官
森本学氏

　62名

2 9月11日（火）
午後6時

杉並会館マツヤサロン 　34名

3 9月19日（水）
午後6時

荻窪タウンセブン8階会議室 「相続を争族としない為の遺言書の役割」
講師：司法書士 平田祐子氏

　59名

4 9月6日（木）
午後6時

西荻南区民集会所 　44名

5 9月21日（金）
午後6時

東信閣 　45名

計 244名

平成24年



あいさつする木山ブロック長と参加者のみなさん。
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に
つ
い
て
の
新
し
い
お
話
し
と
い
う
事
で
参

加
さ
れ
た
方
々
も
興
味
深
く
聴
か
れ
て
い

ま
し
た
。

講
演
後
は
同
場
所
に
て
懇
親
会
が
行
わ

れ
、
講
演
会
・
懇
親
会
共
に
約
70
名
程
の

方
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
税
制
に
対
す

る
新
た
な
理
解
を
深
め
る
と
共
に
、
税
務

署
の
方
々
と
の
繋
が
り
、
そ
し
て
ブ
ロ
ッ
ク

内
の
結
束
も
深
ま
り
、
大
変
有
意
義
な
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

9
月
20
日
（
木
）
午
後
6
時
よ
り
、
三

協
信
用
金
庫
井
荻
駅
前
支
店
会
議
室
を
お

借
り
し
ま
し
て
、
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
谷
次
彦
研
修
委
員
長
司
会
の
元
、
木

山
濃
美
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

今
年
7
月
に
新
宿
税
務
署
よ
り
荻
窪
税
務

署
に
来
ら
れ
た
森
貞
夫
副
署
長
の
ご
挨
拶
、

そ
し
て
同
じ
く
7
月
に
王
子
署
よ
り
来
ら

れ
た
森
本
学
審
理
上
席
調
査
官
の
ご
講
演

と
進
み
、『
最
近
の
税
制
改
正
に
つ
い
て
』

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
森
本
上
席
よ
り
最
近
の

税
制
改
正
の
流
れ
や
背
景
等
に
つ
い
て
た
く

さ
ん
の
お
話
し
を
頂
き
ま
し
た
。

税
制
改
正
は
各
省
庁
の
要
望
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
税
制
調
査
会
に
よ
っ

て
案
が
ま
と
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
。
こ
れ
ら

の
案
は
税
制
に
対
し
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
書
か

れ
て
お
り
、
こ
の
案
が
閣
議
決
定
を
経
て
大

綱
と
な
る
と
の
こ
と
。
ま
た
税
制
調
査
会

は
、
以
前
は
学
者
や
専
門
家
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
3
年
前
の
政
権
交
代
以

降
は
「
税
制
改
正
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
化
」
と

い
う
事
で
財
務
大
臣
を
始
め
と
し
た
政
治

家
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

こ
れ
ら
以
外
に
も
様
々
な
事
を
資
料
を

交
え
分
か
り
や
す
く
お
話
し
頂
き
、
税
制

第1ブロック
秋季研修会レポート

レポート：佐藤政行研修委員

税
制
に
対
す
る
新
た
な
理
解
を
深
め
る

平 成 2 4 年 度 　 荻 窪 法 人 会 　 ブ ロック 秋 季 研 修 会

講演の様子。
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プロジェクターに映して説明する講師の平田祐子司法書士。

第3ブロック
秋季研修会レポート

レポート：大久保久子研修委員

平 成 2 4 年 度 　 荻 窪 法 人 会 　 ブ ロック 秋 季 研 修 会

9
月
19
日
（
水
）
午
後
6
時
よ
り
タ
ウ
ン

セ
ブ
ン
8
階
に
て
第
3
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

斎
藤
研
修
副
委
員
長
の
司
会
で
、
榊
原
ブ

ロ
ッ
ク
長
か
ら
定
刻
ぴ
っ
た
り
に
た
く
さ
ん

の
人
に
参
加
し
て
頂
き
、
ま
た
公
益
法
人
に

な
っ
て
も
地
域
の
活
性
化
は
同
じ
で
す
。
参

加
す
る
こ
と
が
親
し
く
な
る
コ
ツ
で
す
。
そ

し
て
今
日
は
税
務
署
の
方
た
ち
と
年
1
回
の

交
流
の
場
で
す
の
で
、
日
頃
疑
問
に
思
っ
て

い
る
こ
と
等
を
質
問
し
て
下
さ
い
と
い
う
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
荻
窪
税
務
署
森
副
署
長
か
ら
法

人
会
は
地
元
で
い
ろ
ん
な
業
種
の
情
報
交
換

の
場
で
あ
り
積
極
的
に
参
加
し
て
第
3
ブ
ロ

ッ
ク
を
盛
り
上
げ
て
下
さ
い
。
最
後
に
お
願

い
と
し
て
、
電
子
e

－

T
a
x
は
一
度
手
続

き
を
す
れ
ば
す
ぐ
慣
れ
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利

用
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
と
い
う

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
こ
3
年
間
（
22
、
23
、
24
年
度
税
制

改
正
大
綱
の
概
要
）
の
流
れ
と
背
景
の
話
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
26
年
4
月
1
日
か
ら

段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
消
費
税
率
に

関
し
て
は
使
途
の
明
確
化
が
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
そ
し
て
震
災
か
ら
の
復
興
財
源
を
確
保

す
る
た
め
の
復
興
特
別
法
人
税
の
手
続
に
つ

い
て
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
30
分

と
い
う
時
間
内
に
要
所
を
具
体
的
に
お
話

し
下
さ
い
ま
し
た
。

最
初
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

の
言
葉
か
ら
、＂
こ
の
世
で
避
け
て
通
れ
な

ブ
ロ
ッ
ク
唯
一
の
独
自
テ
ー
マ　

講
師
に
平
田
祐
子
司
法
書
士
を
招
い
て

テ
ー
マ
﹃
最
近
の
税
制
改
正
に
つ
い
て
﹄

講
師
：
荻
窪
税
務
署 

森
本
上
席
調
査
官

テ
ー
マ
﹃
相
続
を
争
族
と
し
な
い
為
の

遺
言
書
の
役
割
﹄

講
師
：
平
田
祐
子
司
法
書
士

い
も
の
が
あ
る
、
そ
れ
は
死
と
税
金
＂、
そ

し
て
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
十
三
徳
目
に
つ
い
て

講
義
が
始
ま
り
ま
し
た
。（
1
0
0
ド
ル
紙

幣
に
描
か
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
政
治
家
）

ス
ラ
イ
ド
で
法
定
相
続
の
話
が
あ
っ
た
の

ち
、
平
田
先
生
が
公
証
役
場
に
行
っ
て
作
成

さ
れ
た
自
分
の
公
正
証
書
を
説
明
し
、
健

康
な
時
に
ご
自
身
で
決
め
て
「
こ
う
し
て
欲

し
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
遺
言
書
を
書
い
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
身
近
な
も
の
と
し

て
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
や
さ
し
く
ま
と

め
て
頂
き
ま
し
た
。

大
き
い
重
た
い
テ
ー
マ
を
入
口
部
分
だ
け

で
す
が
、
丁
寧
に
お
話
し
し
て
頂
き
ま
し
た

と
い
う
斎
藤
研
修
副
委
員
長
の
こ
と
ば
で

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
は
北
川
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
相
続
は
あ
っ
て
も
な
く
て
も
大
変

で
す
が
御
二
方
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
学
ば
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

1
時
間
余
り
で
し
た
が
、
会
員
同
士
で
近

況
を
話
し
合
っ
た
り
名
刺
交
換
を
し
た
り

し
て
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
時
間
の
足

り
な
い
会
員
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、

渡
辺
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
中
締
め
に
よ
り
会
員

の
会
社
の
発
展
を
祈
念
し
一
本
締
め
で
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。
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9
月
6
日
、
西
荻
南
区
民
集
会
所
に
お

い
て
秋
季
研
修
会
が
行
わ
れ
、
44
名
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
荻
窪
税
務
署
よ
り
、

今
年
度
新
し
く
着
任
さ
れ
た
、
森
貞
夫
副

署
長
よ
り
ご
挨
拶
頂
い
た
後
、
同
じ
く
新
任

の
法
人
課
税
第
一
部
門
森
本
学
審
理
上
席
調

査
官
よ
り
、「
最
近
の
税
制
改
正
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
同
部
門
小
茄
子
川
栄
治
統
括
官
に
も
ご

臨
席
頂
き
ま
し
た
。

森
本
様
に
は
4
冊
に
渡
る
内
容
の
濃
い
資

料
を
ご
用
意
頂
き
、
税
に
関
す
る
大
局
的
な

お
話
し
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
ず
法
律
を

作
る
、
あ
る
い
は
改
正
す
る
場
合
、
国
民
か

ら
要
望
を
募
集
し
、
税
制
調
査
会
に
か
け
ら

れ
ま
す
。
そ
の
後
、
税
制
大
綱
案
を
と
り
ま

と
め
総
理
大
臣
に
答
申
し
ま
す
。
そ
し
て
閣

議
決
定
が
な
さ
れ
、
大
綱
と
し
て
公
表
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
法
律
案
が
作
成
さ
れ
、
国
会

に
提
出
さ
れ
て
、
一
般
的
に
は
、
3
月
下
旬

頃
に
国
会
で
可
決
・
成
立
、
と
な
る
そ
う
で

す
。
普
段
ニ
ュ
ー
ス
等
で
聞
い
た
こ
と
の
あ

る
言
葉
で
す
が
、
良
く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
、
分
か
り
や
す
く
ご
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
政
権
交
代
後
の
平
成
22
年
度
か

私
達
の
生
活
や
事
業
に
深
く
関
係
し
て
く
る
事
柄
に

皆
さ
ん
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た

第4ブロック
秋季研修会レポート

レポート：久保美穂子 研修委員

平 成 2 4 年 度 　 荻 窪 法 人 会 　 ブ ロック 秋 季 研 修 会

ら
の
税
制
改
正
大
綱
に
つ
い
て
、
お
話
し
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
で
皆
さ
ん
が

最
も
関
心
の
あ
る
消
費
増
税
に
つ
い
て
も
お

話
し
頂
き
、
平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら
8

％
、
平
成
27
年
10
月
1
日
か
ら
10
％
へ
引
き

上
げ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
経
済

状
況
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
上
で
、
施
行

を
停
止
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
と
の
こ
と
。

私
達
の
生
活
や
事
業
に
深
く
関
係
し
て
く
る

消
費
税
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
真
剣
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

ご
講
義
頂
い
た
後
は
、
懇
親
会
に
も
ご
参

加
頂
き
、
お
三
方
と
も
新
任
と
い
う
こ
と

で
、
皆
さ
ん
名
刺
交
換
や
色
々
な
お
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
税
に
対
す
る
理
解
も
深
ま

り
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
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い
つ
の
間
に
か
猛
暑
も
影
を
潜
め
、
幾
分

秋
ら
し
く
な
っ
た
9
月
21
日
、
東
信
閣
に

て
第
5
ブ
ロ
ッ
ク
『
秋
季
研
修
会
』
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

同
研
修
会
の
高
橋
担
当
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
の

開
会
の
辞
に
続
き
、
嶋
ブ
ロ
ッ
ク
長
か
ら
各

種
ブ
ロ
ッ
ク
行
事
へ
の
お
誘
い
な
ど
を
兼
ね

た
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

同
日
は
、
荻
窪
税
務
署
よ
り
、
ご
来
賓

と
し
て
森
副
署
長
を
は
じ
め
、
小
茄
子
川

第
一
統
括
管
、
森
本
審
理
上
席
に
ご
出
席

を
賜
り
、
代
表
し
て
森
副
署
長
か
ら
、
法

人
会
で
は
地
域
で
異
業
種
交
流
が
出
来
る

事
が
素
晴
ら
し
い
等
々
、
ご
来
賓
の
ご
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
。

税
務
研
修
は
、『
最
近
の
税
制
改
正
に
つ

い
て
』
と
い
う
統
一
テ
ー
マ
で
、
森
本
審
理

上
席
に
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
講
演
で
は
、
具
体
的
な
税
制
改
正

と
い
う
税
の
話
よ
り
も
、
政
権
交
代
後
の

実
際
の
税
制
改
正
を
例
に
、
改
正
要
望
か

ら
い
く
つ
も
の
段
階
を
経
て
改
正
大
綱
案

に
な
り
、
私
た
ち
が
新
聞
等
で
目
に
す
る

よ
う
に
な
る
ま
で
、
更
に
国
会
で
審
議
さ

れ
て
公
布
さ
れ
る
ま
で
の
大
き
な
流
れ
を
、

非
常
に
解
り
や
す
く
お
話
頂
き
ま
し
た
。

昨
年
は
、
震
災
の
影
響
で
複
数
回
税
制

改
正
が
行
わ
れ
た
り
、
復
興
財
源
を
確
保

す
る
た
め
の
国
債
の
返
済
と
利
息
の
支
払

い
等
に
充
て
る
特
別
税
、
国
家
公
務
員
の

給
与
を
減
ら
す
臨
時
特
例
法
、
税
制
改
正

で
は
珍
し
く
使
途
を
明
確
に
し
た
、
い
わ

ゆ
る
消
費
税
増
税
法
、
納
税
者
の
権
利
を

拡
大
し
た
事
な
ど
、
耳
に
し
た
事
は
あ
っ
て

も
、
詳
し
く
調
べ
る
事
も
聞
く
事
も
無
か

税
制
改
正
の
事
を
、
改
め
て
興
味
深
く
拝
聴
い
た
し
ま
し
た

講師の森本審理上席。

第5ブロック
秋季研修会レポート

レポート：山寺敏也 研修委員

平 成 2 4 年 度 　 荻 窪 法 人 会 　 ブ ロック 秋 季 研 修 会

っ
た
税
制
に
関
連
す
る
話
を
、
改
め
て
興

味
深
く
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
、
先
ず
は
、
み
な
さ
ん
ご
自
身
で

e

－

T
a
x
を
利
用
し
て
源
泉
所
得
税
の
納

付
を
し
て
頂
き
た
い
旨
を
お
話
頂
き
講
演

は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

各
委
員
会
の
報
告
、大
同
生
命
保
険（
株
）、

（
株
）ア
ー
バ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
各
お
知
ら
せ
の

後
、
小
野
瀬
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
閉
会
の
挨
拶

を
以
っ
て
研
修
会
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

懇
談
会
は
会
場
を
移
し
、
早
速　

井
川

副
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
乾
杯
で
、
和
や
か
に
開
宴

と
な
り
ま
し
た
。
東
信
閣
さ
ん
の
美
味
し

い
中
華
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
限

ら
れ
た
時
間
の
懇
談
会
で
し
た
が
、
署
幹

部
の
皆
様
に
も
ご
参
加
頂
き
、
講
演
会
で

出
来
な
か
っ
た
質
問
や
、
e

－

T
a
x
な
ど

の
租
税
談
議
に
も
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

宴
も
た
け
な
わ
の
20
時
頃
、
平
井
副
ブ

ロ
ッ
ク
長
の
元
気
の
良
い
、
気
合
い
の
入

っ
た
一
本
締
め
を
以
て
懇
談
会
を
締
め
括

り
、
第
5
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
研
修
会
は
散
会

と
な
り
ま
し
た
。

末
筆
な
が
ら
、
税
制
改
正
に
つ
い
て
貴
重

な
資
料
を
ご
用
意
頂
き
、
興
味
深
く
ご
講

演
頂
い
た
、
森
本
審
理
上
席
に
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
、
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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小
幡
署
長
は
昭
和
27
年
、
奥
能
登
と
呼
ば

れ
る
石
川
県
七
尾
市
の
お
生
ま
れ
。
今
年
、

め
で
た
く
還
暦
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
小
高

い
山
裾
に
建
つ
生
家
は
、
水
田
を
望
み
、
近

く
に
は
豊
か
な
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
少
年

時
代
に
は
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
子
ど
も
だ
っ

た
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
竹
や
ぶ
に
竹
ス
キ

ー
を
作
る
た
め
の
竹
を
切
り
に
い
き
、
暗
く

な
っ
て
か
ら
近
所
の
お
寺
の
人
に
発
見
さ
れ

た
り
、
ま
だ
自
宅
に
テ
レ
ビ
が
入
っ
て
い
な

い
こ
ろ
、
よ
そ
の
お
宅
に
テ
レ
ビ
を
見
に
い

き
、
晩
ご
飯
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
な

ど
、
今
で
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

「
私
は
中
学
浪
人
で
高
校
か
ら
1
年
遅
れ
て

い
る
ん
で
す
。
定
員
割
れ
の
高
校
で
な
ぜ
落

ち
た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、ま
わ
り
か
ら『
名

前
を
書
か
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
』
な
ん
て
言

わ
れ
ま
し
た
ね
（
笑
）。
中
学
で
は
野
球
部

で
し
た
が
、
高
校
へ
入
っ
て
か
ら
は
チ
ー
ム

よ
り
個
人
で
勝
負
し
た
い
と
思
っ
て
、
弓
道

同
好
会
へ
入
り
ま
し
た
」

　

同
好
会
は
予
算
も
な
く
、
高
校
の
大
会
に

も
出
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
小
幡
署
長
と
同

好
会
の
仲
間
た
ち
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が

ら
道
具
を
そ
ろ
え
、
地
元
新
聞
社
主
催
の
弓

道
大
会
で
団
体
一
位
の
栄
誉
を
勝
ち
取
っ
て
、

部
に
昇
格
を
果
た
し
ま
す
。
徹
底
し
た
練
習

を
積
み
、
翌
年
の
県
大
会
で
は
団
体
優
勝
こ

そ
逃
し
た
も
の
の
、
小
幡
署
長
は
個
人
優
勝

し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
も
出
場
し
ま
し
た
。

「
学
校
全
体
の
予
算
は
決
ま
っ
て
ま
す
か
ら
、

弓
道
部
が
で
き
た
こ
と
で
、
ほ
か
の
部
の
予

算
が
減
っ
た
。
そ
の
こ
と
で
、
最
初
は
い
じ

め
ら
れ
ま
し
た
ね
。
毎
日
、
袋
だ
た
き
に
あ

っ
て
ま
し
た
（
笑
）。
で
も
、
こ
ち
ら
は
実
績

を
上
げ
て
ま
す
か
ら
。
こ
の
と
き
に
、
耐
え

て
や
る
べ
き
こ
と
を
や
り
、
成
績
を
上
げ
れ

ば
誰
も
何
も
言
わ
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
同
級
生
よ
り
1
つ
年
上
の
恥
ず
か

し
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
も
吹

き
飛
ば
せ
ま
し
た
」

　

小
幡
署
長
が
税
務
の
道
へ
進
ん
だ
き
っ
か

け
は
、
通
っ
て
い
た
高
校
が
税
務
大
学
校
の

試
験
会
場
に
な
っ
た
こ
と
だ
と
い
い
ま
す
。

　
「
大
学
校
と
聞
い
て
、
大
学
と
同
じ
だ
と

思
っ
て
た
ん
で
す（
笑
）。
ま
ず
入
っ
た
の
が
、

新
宿
区
若
松
町
に
あ
っ
た
東
京
研
修
所
。
旧

軍
隊
式
の
研
修
で
し
た
（
笑
）。
六
畳
間
に

4
人
が
寝
泊
ま
り
し
て
、
起
床
、
体
操
、
8

時
か
ら
4
時
ま
で
授
業
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
就

寝
は
10
時
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
1

年
を
過
ご
し
た
あ
と
、
3
か
月
間
の
短
期
研

修
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
現
在
の

船
橋
に
あ
る
東
京
研
修
所
に
移
り
ま
し
た
。

我
々
32
期
生
は
若
松
町
最
後
の
研
修
生
で
あ

り
、
船
橋
の
第
1
期
生
な
ん
で
す
」

　

研
修
後
、
最
初
の
赴
任
先
は
松
戸
税
務

署
。
松
戸
税
務
署
は
当
時
、
確
定
申
告
数
全

「 今日は 60年間の人生を振り返りました」とインタビューの最後にお話ししてくださった小幡署長。能登での少年時
代、税務大学校での研修生活、松戸税務署を振り出しに、さまざまな部署で幅広い経験と、ときには驚くような
体験をされた税務職員としての歴史をうかがいながら、その歩みが鮮やかな映像となって思い浮かぶようなひととき
でした。

小幡𠮷昭
荻窪税務署署長インタビュー
「健康第一！	そのために周囲の人と
会話をしよう」
聞き手／鹿野修二・真野	大・岡	博之

弓
道
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ

国
税
局
調
査
部
へ

荻窪法人会は税務の協力団体でもあります。
新任の税務署長の人柄を紹介しながら、税務行政について、
また荻窪の感想をお聞きします。
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国
第
一
位
、
個
人
課
税
、
資
産
課
税
の
部
門

が
多
い
税
務
署
で
し
た
が
、
こ
こ
で
法
人
課

税
部
門
で
源
泉
所
得
税
の
未
納
整
理
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
専
修
大
学
の
夜

間
部
に
入
っ
た
小
幡
署
長
は
、
王
子
の
上
中

里
に
あ
る
宿
舎
か
ら
松
戸
、
大
学
の
あ
る
千

代
田
区
ま
で
通
い
ま
し
た
。
松
戸
署
で
3
年

勤
務
し
た
あ
と
、
希
望
し
て
大
学
に
近
い
小

石
川
税
務
署
に
配
属
。
こ
こ
で
2
年
間
、
法

人
部
門
の
内
部
事
務
を
行
い
、
大
学
も
4
年

間
で
卒
業
を
果
た
し
ま
し
た
。

「
松
戸
の
こ
ろ
か
ら
、
調
査
に
出
し
て
く
だ

さ
い
と
上
司
に
お
願
い
し
て
い
た
ん
で
す
。

じ
ゃ
あ
出
し
て
あ
げ
る
よ
と
言
わ
れ
て
、
ふ

た
を
開
け
て
み
た
ら
東
京
国
税
局
の
調
査
部

だ
っ
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
入
っ
た
の
が

庶
務
係
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
。
壊
れ
た
机
や

椅
子
の
修
理
、
研
修
用
冊
子
の
印
刷
、
割
れ

た
ガ
ラ
ス
の
補
修
の
手
配
な
ど
、
オ
レ
は
何

を
し
に
き
た
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
（
笑
）」

「
当
時
の
調
査
部
は
今
よ
り
人
数
も
少
な

く
、
調
査
集
団
と
し
て
の
緊
迫
感
が
あ
り
、

一
種
の
オ
ー
ラ
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
な
か
で

も
私
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
・

出
版
な
ど
大
手
の
マ
ス
コ
ミ
を
担
当
す
る
特

殊
な
部
門
で
、
調
査
官
も
す
ご
い
人
が
そ
ろ

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
会
社
へ
行
っ
て

調
査
を
す
る
基
本
的
な
マ
ナ
ー
や
対
応
の
仕

方
を
先
輩
の
姿
を
見
て
学
び
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
大
き
な
2
年
間
で
し
た
。

　

我
々
の
こ
ろ
は
、
令
状
を
持
っ
て
乗
り
込

む
国
税
局
の
査
察
の
仕
事
は
花
形
で
、
使
命

感
を
持
っ
た
集
団
と
し
て
あ
こ
が
れ
て
い
ま

し
た
が
、
拘
束
時
間
の
長
い
大
変
な
仕
事
で

す
か
ら
、
最
近
の
職
員
は
あ
ま
り
希
望
し
な

い
の
が
残
念
で
す
ね
」

　

下
谷
（
現
東
京
上
野
）
税
務
署
で
会
計
係

長
を
2
年
間
務
め
た
の
ち
再
び
調
査
部
へ
戻

り
、
調
査
一
部
の
特
官
室
で
調
査
官
と
し
て

建
設
業
の
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
調
査
に
携
わ
る
な

ど
、
4
年
間
の
調
査
部
で
の
仕
事
を
経
て
、

再
び
内
部
事
務
の
仕
事
を
希
望
し
ま
す
。

「
調
査
等
の
企
画
を
す
る
管
理
課
に
入
っ

て
、
最
初
に
迎
え
た
の
が
平
成
2
年
の
大

き
な
機
構
改
革
で
し
た
。
三
部
か
ら
成
る

調
査
部
の
業
務
内
容
を
分
析
し
、
業
務
別

に
四
部
に
分
け
る
作
業
や
、
新
設
部
課
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
な
ど
も
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う

節
目
の
業
務
に
携
わ
っ
た
こ
と
も
大
き
か
っ

た
で
す
ね
」

　

そ
の
後
、
国
税
局
調
査
部
で
総
務
係
長
、

特
官
室
主
査
、
情
報
技
術
専
門
官
、
統
括

官
等
を
経
て
、
今
年
度
、
荻
窪
税
務
署
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
途
中
、
預
金
保

険
機
構
で
2
年
間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
す
で
に
金
融
機
関
の
破
綻
も
始
ま
っ
て
い

て
、
預
金
保
険
機
構
で
は
不
良
債
権
回
収
の

た
め
の
財
産
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
私
は
住

専
担
当
で
、
行
き
先
に
は
反
社
会
的
団
体
の

フ
ロ
ン
ト
企
業
も
あ
り
、
ヤ
バ
イ
と
感
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
貴

重
な
体
験
で
し
た
ね
」

　

ご
趣
味
は
？　

と
う
か
が
う
と
「
歩
く

こ
と
」。
以
前
、
人
間
ド
ッ
ク
で
脂
肪
肝
と

診
断
さ
れ
、
体
重
を
落
と
す
よ
う
言
わ
れ
た

こ
と
か
ら
、
大
好
き
な
日
本
酒
を
焼
酎
に
切

り
か
え
、
公
園
を
歩
い
た
り
通
勤
に
徒
歩
を

取
り
入
れ
た
り
し
て
2
年
間
で
5
キ
ロ
減

量
し
た
そ
う
で
す
。
休
日
の
午
前
中
は
、
世

田
谷
の
ご
自
宅
近
く
の
砧
公
園
や
馬
事
公

苑
を
散
歩
し
、
半
日
で
約
1
万
5
0
0
0

歩
を
歩
き
ま
す
。
紅
葉
の
季
節
に
は
月
に

1
度
、
高
尾
山
や
御
嶽
山
な
ど
の
山
歩
き

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
の
趣

味
は
、
後
輩
に
勧
め
ら
れ
て
は
ま
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
D
V
D
鑑
賞
で
す
。
散
歩
か
ら

帰
っ
て
午
後
は
た
っ
ぷ
り
と
ド
ラ
マ
や
映
画

を
鑑
賞
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
署
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
抱
負

と
法
人
会
へ
の
一
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
私
は
『
健
康
第
一
』
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
健
康
を
守
る
に
は
、
ま
ず
あ
い
さ
つ
で

す
。
朝
の
『
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
』
を

元
気
に
、
途
中
で
出
か
け
る
と
き
も
『
行
っ

て
来
ま
す
』『
お
疲
れ
さ
ま
』
を
励
行
し
、

た
だ
黙
々
と
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
の
で
は
な

く
、
ま
わ
り
の
人
と
会
話
し
よ
う
と
言
っ
て

い
ま
す
。
病
気
に
は
体
の
病
気
と
心
の
病
気

が
あ
っ
て
、
人
と
会
話
で
き
な
い
人
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
健
康
の
た
め
に
は
人
と
会

話
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

INTERVIEW

　

次
に
、
税
務
署
の
基
本
で
あ
る
適
正
・
公

平
な
課
税
と
徴
収
を
徹
底
す
る
こ
と
。
皆
さ

ん
が
不
公
平
感
を
持
っ
て
は
い
け
な
い
。
正

直
者
が
バ
カ
を
み
る
と
い
う
こ
と
で
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

3
番
目
に
、
関
係
団
体
を
大
切
に
し
、

地
域
に
密
着
し
た
税
務
署
に
し
よ
う
と
い
う

こ
と
で
す
。
や
は
り
、
法
人
会
、
青
色
申
告

会
、
税
理
士
会
等
、
各
関
係
団
体
の
協
力
を

得
な
け
れ
ば
、
我
々
税
務
署
だ
け
で
は
e

－

T
a
x
の
普
及
な
ど
適
正
か
つ
円
滑
な
税
務

行
政
は
執
行
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

　

荻
窪
は
町
並
み
も
す
ば
ら
し
く
、
本
当
に

い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
荻
窪
法
人
会
は
非
常

に
活
発
に
活
動
さ
れ
て
お
り
、
み
な
さ
ん
大

変
協
力
的
だ
と
各
方
面
か
ら
う
か
が
っ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
税
務
行
政
へ
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

休
日
に
は
1
万
5
千
歩
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青 年 部 会 座 談 会
本 音 ト ー ク の 座 談 会 S E R I E S

真
野
大 

広
報
副
委
員
長　

き
ょ
う
は
、
お

忙
し
い
と
こ
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
青
年
部
会
の
現
状
か
ら
お
願
い

し
ま
す
。

小
笠
原
秀
明 

青
年
部
会
部
会
長　

今
の
現

状
は
、
公
益
法
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

青
年
部
会
と
し
て
も
地
域
に
根
付
い
た
イ

ベ
ン
ト
的
な
こ
と
、
そ
れ
で
租
税
教
育
に

関
し
て
も
も
う
少
し
力
を
入
れ
て
こ
れ
か

ら
活
動
し
て
い
き
た
い
。
今
ま
で
ち
ょ
っ
と

税
務
署
な
ど
に
任
せ
っ
き
り
だ
っ
た
部
分
は

あ
り
ま
す
の
で
、
今
、
東
法
連
青
連
協
第

4
ブ
ロ
ッ
ク
の
方
で
も
個
人
で
講
師
が
で
き

る
養
成
の
講
座
を
毎
年
開
い
て
く
れ
て
い

る
の
で
、
そ
こ
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
っ
て
、
ゆ
く
ゆ
く
は
自
分
た
ち
で
講
師
を

務
め
ら
れ
る
よ
う
な
形
に
は
持
っ
て
い
き
た

い
。
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
全
然
目

鼻
も
つ
い
て
い
な
い
状
態
な
の
で
す
が
、
ゆ

く
ゆ
く
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
は
持
っ
て
い
き

た
い
な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
ら
辺
に

関
し
て
も
、
三
役
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
ど

う
考
え
て
い
く
か
ち
ょ
っ
と
お
話
し
し
て
い

た
だ
く
と
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

宇
田
川
武
郎 
青
年
部
会
副
部
会
長　

そ
う

で
す
ね
、
東
法
連
の
方
は
結
構
租
税
教
室

に
か
な
り
重
点
的
に
皆
さ
ん
参
加
し
て
い

て
、
今
期
も
、
第
4
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
野
法
人

会
が
全
国
大
会
で
、
東
京
都
の
代
表
と
し

て
租
税
教
室
の
プ
レ
ゼ
ン
を
や
り
ま
す
。
荻

窪
は
、
今
ま
で
の
活
動
と
し
て
は
、
租
税
教

室
と
い
う
形
で
は
、
小
学
校
へ
年
に
1
校
ぐ

ら
い
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

的
っ
て
い
う
か
、
出
張
み
た
い
な
も
の
で
す

ね
、
直
接
こ
っ
ち
か
ら
教
室
を
開
く
っ
て
い

う
形
で
は
な
く
、
去
年
は
税
理
士
会
と
一
緒

に
開
催
し
た
っ
て
い
う
こ
と
で
す
の
で
。
先

ほ
ど
部
会
長
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
講

師
を
務
め
る
よ
う
な
人
が
青
年
部
会
か
ら

出
れ
ば
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
も
わ
れ
わ
れ

で
主
催
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

租
税
教
室
に
関
し
て
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
今
年
の
春
、
西
荻
で
お
祭
り
を
や
っ

た
の
で
、
そ
う
い
っ
た
地
域
の
お
祭
り
で
租

税
教
室
と
、
教
育
活
動
を
し
て
い
く
と
い

う
方
法
で
今
回
は
動
き
ま
し
た
。
そ
れ
は

お
祭
り
に
の
っ
て
や
る
の
で
主
催
す
る
側
と

し
て
は
人
が
集
ま
っ
て
く
る
と
い
う
と
こ
ろ

で
結
構
楽
な
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

で
ど
ん
ど
ん
、
や
っ
て
い
く
方
が
話
は
早
い

の
か
な
と
い
う
感
じ
も
し
ま
し
た
。

水
島
隆
明 

青
年
部
会
副
部
会
長　

租
税
教

育
で
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
が

少
し
欲
し
い
な
と
い
う
の
は
、
私
は
最
近

思
っ
て
い
て
、
租
税
教
育
、
税
の
啓
も
う

活
動
の
一
部
を
会
と
し
て
や
る
と
い
う
の
は

い
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
も
う
少
し
そ
う

い
う
大
括
り
な
こ
と
よ
り
も
、
自
分
た
ち

青年経営者の鍛錬の場である青年部会
今までの会としての魅力を残しつつ
公益化と向き合うために必要なこととは
租税教育・落語を楽しむ会等々…
今後の青年部会のあり方について三役の皆さんにお話いただきました。

公
益
性
の
あ
る
活
動
を
考
え
て

【座談会について】会報では毎号、座談会を組んでいます。テーマは毎回替わります。定期
的なテーマを題材にしたり、その時々の話題に沿って話を進める場合もあります。会員勧奨
や社会貢献など話の巾は大きく設定しますが、法人会への思障ない意見を聞きます。

出席者： 小笠原秀明 青年部会 部会長
 宇田川武郎 青年部会 副部会長
 水島隆明 青年部会 副部会長
 小張正就 青年部会 幹事長
司　会： 鹿野修二 広報委員長
 真野大 広報副委員長
 岡博之 広報副委員長
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募
金
を
募
っ
て
福
祉
協
議
会
な
ど
に
毎
年

寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
が
、

他
に
は
っ
き
り
公
益
性
が
あ
る
と
い
う
と
、

租
税
教
育
的
な
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
で
、

こ
れ
か
ら
公
益
に
な
る
と
す
れ
ば
、
も
う

少
し
広
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

は
と
い
う
気
は
し
ま
す
。
そ
れ
を
ど
こ
に
向

け
て
い
く
か
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
は
難
し

い
と
こ
だ
と
思
い
ま
す
が
。
公
益
性
の
あ
る

も
の
で
、
広
範
囲
に
発
信
し
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
な
る
と
、
や
る
側
と
し
て
も
準

備
等
々
大
変
に
な
る
の
は
な
る
と
は
思
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
が
た
ぶ
ん
課
題
に
な

る
と
は
思
い
ま
す
ね
。

鹿
野　

こ
の
間
、
広
報
委
員
会
で
お
願
い

し
て
、
企
画
し
て
い
た
だ
い
た
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
の
講
習
会
の
よ
う
に
他
の
委
員
会
、

社
会
貢
献
や
厚
生
事
業
委
員
会
と
タ
イ
ア

ッ
プ
し
て
事
業
を
進
め
る
。
予
算
は
、
親

会
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
そ
ん
な
流
れ
の
中

で
新
し
く
企
画
を
す
る
こ
と
は
ど
う
な
の

で
す
か
。

小
笠
原　

そ
れ
も
こ
れ
か
ら
は
、
確
か
に
そ

う
い
う
機
会
が
増
え
て
い
く
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

水
島　

先
ほ
ど
の
意
見
と
逆
説
的
に
聞
こ

え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
誤
解

を
恐
れ
ず
に
い
う
と
、
法
人
会
と
い
う
も
の

で
、
地
域
の
い
わ
ゆ
る
町
づ
く
り
的
な
話
だ

と
思
う
ん
で
す
ね
、
小
学
校
に
行
っ
て
何
か

小笠原秀明 部会長

小張正就 幹事長

宇田川武郎 副部会長

水島隆明 副部会長

鹿野修二 広報委員長

真野大 広報副委員長

岡博之 広報副委員長

の
実
現
し
た
よ
う
な
喜
び
だ
と
か
が
伴
っ

て
こ
な
い
と
続
か
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

正
直
い
っ
て
、
租
税
教
室
に
行
っ
て
、
小
学

校
の
生
徒
相
手
に
講
師
を
す
る
っ
て
い
う

の
は
、
あ
ん
ま
り
イ
メ
ー
ジ
な
い
ん
で
す

ね
。
ハ
ロ
ー
西
荻
で
租
税
教
育
を
や
っ
た
の

は
、
い
い
第
一
歩
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
笠
原　

確
か
に
租
税
教
育
で
、
教
室
で

講
師
が
で
き
る
よ
う
な
人
が
誕
生
し
た
と

し
て
も
、
た
ぶ
ん
そ
の
人
が
何
年
も
も
た
な

い
だ
ろ
う
し
、
そ
の
人
が
ず
っ
と
や
る
わ
け

じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
し
。
で
き
れ
ば
、
理
想
は

理
想
な
ん
だ
ろ
う
け
ど
ね
。

　

ハ
ロ
ー
西
荻
に
関
し
て
は
、
今
年
初
め
て

や
り
ま
し
た
け
ど
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
し

た
。
確
か
に
来
年
も
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
に
は

抜
群
の
場
だ
と
思
い
ま
す
。

　

や
っ
ぱ
り
長
く
続
け
て
い
き
た
い
行
事
で

は
あ
り
ま
す
ね
。

小
張
正
就 

青
年
部
会 

幹
事
長　

今
、
租
税

教
育
活
動
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
話
題
が
出
ま

し
た
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
思
う
と
こ
ろ
は

あ
る
ん
で
す
が
、
青
年
部
会
の
幹
事
に
は

任
期
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ

う
す
る
と
、
同
じ
こ
と
を
中
長
期
的
に
っ
て

い
う
の
が
な
か
な
か
難
し
い
面
も
あ
る
と
思

う
ん
で
す
。
逆
に
任
期
が
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
他
の
単
会
に
比
べ
て
新
陳
代
謝
っ
て

い
い
ま
す
か
、
若
い
方
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き

て
、
活
性
化
さ
れ
て
い
い
面
も
い
ろ
い
ろ
あ

る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
租
税
教
育
で
誰
か

講
師
に
し
て
っ
て
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

常
に
新
し
い
方
を
講
師
に
す
る
と
い
う
の

は
、
現
実
問
題
ち
ょ
っ
と
難
し
い
の
か
な
と

い
う
気
が
し
て
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
私
、
税
理
士
の
試
験
に
合
格

し
て
税
理
士
事
務
所
に
勤
め
て
た
経
験
が

あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
人
に
専
門
的
な
こ

と
を
教
え
る
と
な
る
と
、
や
は
り
専
門
の
人

が
や
っ
た
方
が
よ
り
い
い
も
の
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
な
っ
て
い
う
気
は
す
る
の
で
、

会
員
は
会
社
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々

ば
か
り
で
す
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
専
門
知
識

と
か
、
そ
の
地
域
に
根
ざ
し
た
い
ろ
い
ろ
な

人
脈
な
り
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
使
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に
何
か
い
い
影
響

を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
、
そ
れ
に
よ
っ
て
租

税
に
関
す
る
啓
も
う
、
そ
う
い
っ
た
も
の
に

つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
活
動
に
な
れ
ば
、

そ
の
方
が
理
想
的
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
は

思
っ
て
い
ま
す
。

鹿
野
修
二 

広
報
委
員
長　

法
人
会
だ
か
ら

当
然
税
に
関
し
て
、
租
税
教
育
を
長
く
や

ら
れ
て
こ
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
青
年
会
議
所
が

天
沼
小
学
校
で
「
は
っ
ぴ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
い
う
事
業
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
詳
し
く

は
見
て
ま
せ
ん
が
、
パ
ッ
と
見
た
限
り
、
か

な
り
イ
ン
パ
ク
ト
が
強
い
。
公
益
法
人
に
な

っ
た
と
き
に
、
租
税
教
育
と
は
ま
た
別
に
、

先
ほ
ど
水
島
さ
ん
も
い
っ
て
い
た
、
地
域
の

人
に
感
銘
を
与
え
る
。
そ
う
い
う
企
画
と

か
、
方
向
性
を
持
つ
の
は
ど
う
で
す
か
。

小
笠
原　

そ
う
で
す
ね
、
今
の
と
こ
ろ
青
年

部
会
と
し
て
、
そ
う
い
う
地
域
に
貢
献
す

る
行
事
と
し
て
は
、
毎
年
恒
例
の
落
語
を

楽
し
む
会
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
一
応
は
地

域
の
方
、
唯
一
部
会
員
以
外
の
方
も
参
加
で

き
る
行
事
で
、
皆
さ
ん
か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

地
域
に
貢
献
す
る
と
い
う
こ
と
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お
手
伝
い
を
す
る
と
か
、
法
人
会
と
し
て

地
域
の
こ
と
に
出
て
い
き
ま
す
よ
っ
て
い
っ

た
と
き
の
、
そ
の
辺
は
、
会
員
の
中
で
共
有

さ
れ
て
る
の
か
な
と
い
う
の
が
、
僕
は
ひ
と

つ
心
配
で
す
。
や
っ
ぱ
り
青
年
部
会
で
皆
さ

ん
か
ら
会
費
を
頂
い
て
、
そ
れ
を
運
営
す
る

と
、
運
営
す
る
お
金
の
行
き
先
が
、
ほ
と
ん

ど
が
小
学
生
に
配
る
何
か
の
も
の
に
代
わ
っ

て
い
く
と
か
、
ま
た
地
域
の
安
全
対
策
の
設

備
を
設
け
よ
う
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
議
論
は

あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
も
の
に

代
っ
て
い
た
と
き
に
、
そ
こ
が
き
ち
ん
と
理

解
が
得
ら
れ
る
の
か
な
っ
て
い
う
の
が
、
正

直
私
は
心
配
で
す
。
や
は
り
依
然
と
し
て
、

会
員
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
と
い

う
議
論
は
常
に
法
人
会
を
語
る
う
え
で
出

て
く
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
な
ん
で
俺
た
ち

が
稼
い
だ
金
が
小
学
生
の
鉛
筆
と
ノ
ー
ト
に

代
わ
っ
て
る
ん
だ
よ
っ
て
い
わ
れ
る
と
、
ち

ょ
っ
と
い
ま
い
ち
、
そ
こ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
が

租
税
教
育
し
か
な
い
。
今
、
法
人
会
が
地

域
と
い
う
も
の
に
出
て
く
る
と
き
の
こ
こ
の

枠
が
、
租
税
教
育
し
か
な
い
と
私
は
感
じ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
な
る
べ
く
な
ら
今
の

路
線
が
そ
う
だ
か
ら
、
租
税
教
育
と
い
う

も
の
を
通
じ
て
地
域
に
出
て
く
し
か
、
逆
に

わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
ま
だ
手
が
な
い
の
か

な
っ
て
い
う
の
が
率
直
な
印
象
で
す
。

宇
田
川　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
度
公
益

法
人
に
変
わ
る
の
で
、
青
年
部
会
の
例
会

も
見
直
し
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
時
期
で

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
公
益
性
を

持
っ
た
も
の
の
事
業
を
計
画
し
て
い
か
な
き

ゃ
い
け
な
い
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
落
語
の

会
も
有
料
に
し
た
り
す
れ
ば
公
益
性
が
出

る
ん
で
し
ょ
う
け
ど
も
、
落
語
の
会
も
続
い

て
い
る
ん
で
す
が
、
今
一
番
予
算
使
う
枠
な

の
で
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
も
見
直
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
き
て
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
、
公
益

性
ば
っ
か
り
持
っ
て
も
、
た
ぶ
ん
部
会
の
方

全
員
が
納
得
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
し
、
や
は
り
税
の
勉
強
だ
け
や
っ
て
て
も

し
ょ
う
が
な
い
で
し
ょ
う
し
。
や
は
り
例
会

事
態
を
見
直
し
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
部
会
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

小
笠
原　

青
年
部
会
と
し
て
の
活
動
と
し

て
は
、
公
益
性
は
ク
リ
ア
し
て
る
と
い
う
こ

と
に
は
な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
、
今
の
と
こ

ろ
は
。
部
会
は
そ
れ
な
り
に
、
今
ま
で
ど
お

り
で
も
い
い
ん
で
し
ょ
う
し
、
で
も
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
も
大
切
な
こ
と

は
大
切
だ
と
思
う
の
で
、
そ
ん
な
に
肩
肘

張
っ
て
考
え
る
こ
と
も
な
い
の
か
な
と
い
う

気
は
し
ま
す
。

水
島　

今
ま
で
の
部
会
の
良
さ
と
し
て
の
、

青
年
経
営
者
と
し
て
の
鍛
錬
の
場
と
か
、

あ
る
意
味
は
、
少
し
外
か
ら
見
る
と
閉
鎖

的
に
た
ぶ
ん
見
え
る
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、
サ

ロ
ン
的
要
素
っ
て
い
う
ん
で
す
か
ね
、
仲
の

い
い
、
密
に
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
顔
を
合
わ
せ

る
同
士
に
な
っ
て
非
常
に
仲
良
く
な
る
っ
て

い
う
部
分
と
い
う
の
は
、
当
然
青
年
部
会

の
魅
力
の
1
つ
で
す
。
そ
れ
が
あ
っ
て
こ
そ

な
の
で
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
全
部
の
例

会
で
公
益
性
な
ん
て
い
っ
て
た
ら
青
年
部
会

じ
ゃ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
要
素
は
絶
対
守
っ
た

方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

鹿
野　

確
か
に
部
会
だ
か
ら
特
に
そ
う
だ

と
思
い
ま
す
。
あ
る
意
味
で
は
、
閉
鎖
的
で

も
い
い
よ
う
な
気
し
ま
す
。
た
だ
、
い
つ
ま

で
も
殻
の
中
だ
け
で
は
な
く
て
、
ど
こ
か
こ

う
突
き
出
る
部
分
、
そ
の
突
き
出
る
部
分

で
何
を
す
る
か
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
く
ま
で

も
部
会
だ
か
ら
、
仲
間
意
識
と
い
う
か
、

親
会
と
は
ま
た
ち
ょ
っ
と
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違

っ
て
く
る
よ
う
な
気
は
し
ま
す
。

小
張　

公
益
法
人
に
な
る
、
こ
う
い
う
も
の

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
ま
だ
ま
だ
具

体
的
に
ち
ょ
っ
と
見
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
租
税
教
育
を
通

じ
て
、
今
年
は
ハ
ロ
ー
西
荻
と
い
う
、
西
荻

の
商
店
街
連
合
会
の
イ
ベ
ン
ト
の
タ
イ
ア
ッ

プ
と
い
う
形
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

そ
う
い
っ
た
中
か
ら
、
担
当
が
毎
年
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
関
係
し
て

い
る
こ
う
い
う
人
た
ち
と
も
手
を
組
ん
で
み

よ
う
と
か
、
よ
り
発
展
的
な
意
見
と
か
、

そ
う
い
っ
た
も
の
が
出
て
く
る
こ
と
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
現
状
ま
だ
で

も
、
あ
ま
り
そ
こ
ま
で
深
く
い
っ
て
な
い
な

と
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

水
島　

あ
と
は
、
反
省
と
し
て
は
、
落
語

も
、
ハ
ロ
ー
西
荻
に
つ
い
て
も
思
い
ま
し
た

が
、
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
く
に
し
て
も
全

部
会
員
に
声
を
か
け
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
で

す
か
ね
。
幹
事
会
だ
け
で
人
数
、
段
取
り

し
よ
う
と
し
な
い
で
、
部
会
の
事
業
な
の

例
会
の
内
容
も
見
直
す
時
期

諸
先
輩
か
ら
怒
っ
て
も
ら
え
る
場

現状を報告。
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で
、
ぜ
ひ
正
会
員
の
方
、
ま
あ
、
賛
助
と
名

誉
の
方
は
ま
た
別
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど

も
、
正
会
員
の
方
は
、
ぜ
ひ
手
伝
い
に
来
て

く
だ
さ
い
っ
て
い
う
投
げ
方
を
し
て
い
か
な

い
と
、
な
に
か
切
り
離
さ
れ
て
る
っ
て
い
う

か
、そ
ん
な
感
じ
が
ち
ょ
っ
と
し
て
ま
す
ね
。

　

あ
と
、
別
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
青
年

部
会
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
怒
ら
れ
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ち

ょ
っ
と
む
ち
ゃ
と
い
う
か
、
む
ち
ゃ
な
企

画
を
し
た
り
と
か
、
む
ち
ゃ
な
企
画
じ
ゃ

な
く
て
も
、
普
段
の
例
会
運
営
で
も
、
諸

先
輩
か
ら
怒
っ
て
い
た
だ
け
る
っ
て
い
う

ん
で
す
か
ね
、
若
い
か
ら
こ
そ
怒
っ
て
い

た
だ
け
る
っ
て
い
う
の
は
あ
る
と
思
い
ま

す
。
親
会
の
委
員
会
入
っ
て
、
50
歳
と
か
、

そ
の
辺
か
ら
入
っ
ち
ゃ
う
と
誰
も
怒
れ
な

い
で
す
よ
ね
。
細
か
い
こ
と
含
め
て
。
そ

う
い
う
の
が
学
べ
る
っ
て
い
う
の
は
、
青

年
部
会
の
一
番
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
多
少
怒
ら
れ
て
も
い
い
と
思
っ
て

い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
。

小
笠
原　

い
っ
て
い
た
だ
け
る
の
も
あ
り
が

た
い
話
で
す
よ
ね
、
教
え
て
い
た
だ
く
と
い

う
か
。
い
わ
れ
な
く
な
っ
た
ら
終
わ
り
か
な

っ
て
い
う
気
が
し
ま
す
の
で
、
怒
ら
れ
る
う

ち
が
華
か
な
と
。
そ
れ
で
覚
え
て
い
け
ば
い

い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

真
野　

他
に
な
に
か
お
の
お
の
で
、
問
題
点

な
ど
あ
り
ま
す
か
？

宇
田
川　

青
年
部
会
は
、
現
役
の
年
齢
は

決
ま
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
今
、
年
齢
が
極
端

に
高
齢
化
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

小
笠
原　

上
が
詰
ま
り
だ
し
て
き
て
し
ま
い

ま
し
た
。

宇
田
川　

若
い
方
が
な
か
な
か
入
っ
て
き
て

な
い
状
況
な
ん
で
す
。
こ
の
ま
ま
入
ら
な
い

と
も
う
そ
の
ま
ま
高
齢
化
で
み
ん
な
年
い
っ

て
、
必
然
的
に
部
会
の
人
数
が
減
っ
て
し
ま

う
と
い
う
と
こ
ろ
が
懸
念
さ
れ
て
る
と
こ
ろ

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
同
年
代
が
な
ぜ
か
多

い
ん
で
す
、
例
え
ば
、
42
～
43
ぐ
ら
い
の
人

が
極
端
に
い
て
、
そ
の
下
が
、
3
つ
4
つ
離

れ
て
る
人
が
、
あ
と
、
そ
の
間
が
全
然
い
な

い
。
青
年
部
会
で
も
、
親
会
の
組
織
委
員

会
に
入
っ
て
ま
す
が
、
若
手
だ
け
で
ア
ン
テ

ナ
を
張
っ
て
、
横
の
つ
な
が
り
で
、
い
ろ
い

ろ
な
人
を
勧
誘
し
て
い
く
と
い
う
の
も
必
要

じ
ゃ
な
い
か
な
と
。
基
本
と
し
て
、
親
会
に

は
登
録
す
る
の
は
必
然
な
ん
で
す
け
ど
も
、

そ
う
い
う
活
動
も
少
し
し
て
か
な
い
と
、
今

後
の
青
年
部
会
の
人
数
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て

き
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

小
笠
原　

そ
う
な
ん
で
す
よ
ね
、
ほ
ん
と
、

高
齢
化
と
い
う
か
、
確
か
に
つ
ま
っ
て
き
て

ま
す
。

宇
田
川　

若
い
人
を
少
し
入
れ
て
い
け
ば
、

若
い
人
が
ま
た
友
だ
ち
と
か
で
、
い
い
か

ら
入
ろ
う
よ
っ
て
い
う
と
こ
ろ
で
増
え
て

い
く
と
思
う
ん
で
す
。
今
ま
で
は
結
構
、

2
代
目
と
か
、
3
代
目
の
方
が
、
必
然
的

に
、
親
が
入
っ
て
た
の
で
入
る
っ
て
い
う
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
ど
も
、
今
は
な

か
な
か
そ
う
い
う
時
期
と
か
、
そ
う
い
う

こ
と
で
は
な
い
の
か
な
っ
て
い
う
気
は
し
て

ま
す
。

小
笠
原　

そ
れ
を
考
え
る
と
、
後
継
者
が
い

な
い
の
か
な
っ
て
い
う
不
安
な
感
じ
に
も
な

り
ま
す
。
基
本
こ
こ
に
い
る
人
も
み
ん
な
そ

う
で
す
け
ど
、
先
代
が
、
父
親
で
や
っ
て
る

人
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を

考
え
る
と
後
継
者
が
い
な
い
の
か
な
と
も
考

え
て
し
ま
い
ま
す
。

鹿
野　

景
気
の
せ
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
で

す
け
ど
、
起
業
を
興
す
若
い
人
も
少
な
い

で
す
よ
ね
。
I
T
関
係
だ
と
比
較
的
や
り

や
す
い
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
そ
う
す
る

と
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
下
が
底

部
会
の
高
齢
化
問
題

検証し改善方法を。
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上
げ
に
な
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
っ
て
い
う
傾

向
が
ど
う
し
て
も
出
て
き
ま
す
ね
。

水
島　

人
口
的
に
見
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
世

代
は
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
で
す
。
私
は
た
ぶ
ん
末

端
ぐ
ら
い
で
す
ね
。
私
か
ら
先
は
ず
う
っ
と

人
口
が
減
っ
て
い
く
世
代
で
す
か
ら
、
お
の

ず
と
パ
イ
の
中
身
が
少
な
い
の
は
間
違
い
な

い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
宇
田
川
さ
ん
お

っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
私
31
歳
で
入
っ
て
、
今

7
年
目
で
す
。
青
年
部
会
で
私
よ
り
年
下

な
の
は
、
幹
事
会
で
小
張
さ
ん
だ
け
で
す
。

小
張　

そ
う
で
す
ね
、
あ
と
や
っ
ぱ
り
年

齢
と
か
ぶ
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
出
て
く
だ

さ
る
方
が
固
定
化
し
て
る
感
じ
は
し
ま
す
。

も
っ
と
新
し
い
方
、
年
齢
高
い
若
い
か
ど

う
か
に
関
わ
ら
す
、
新
し
い
方
が
入
っ
て

き
て
く
れ
た
ら
い
い
か
な
と
は
思
っ
て
お
り

ま
す
。

宇
田
川　

そ
う
で
す
ね
。
女
性
も
、
今
1

人
。
ち
ょ
っ
と
出
づ
ら
い
な
っ
て
い
う
と
こ

ろ
も
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
女
性
が
2
～

3
人
い
れ
ば
、
青
年
部
会
で
す
け
ど
、
女

性
が
何
人
か
入
っ
て
る
、
そ
う
い
う
環
境

に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
し
、
若
い
方
が
多
け

れ
ば
、
お
の
ず
と
若
い
人
た
ち
が
集
ま
る
。

20
代
の
人
が
、
40
す
ぎ
の
お
じ
さ
ん
と
で

は
、
会
話
に
な
ら
な
い
か
ら
っ
て
い
う
と
出

な
く
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
し
、
1
人
、

2
人
は
、
そ
う
い
う
年
齢
層
と
か
、
女
性

に
も
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し

な
い
と
発
展
し
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

い
ま
す
。

小
張　

私
と
同
世
代
で
も
会
社
を
興
し
て

る
っ
て
い
う
人
は
い
な
く
は
な
い
ん
で
す
け

ど
、
な
か
な
か
地
域
に
出
て
行
っ
た
り
、
こ

う
い
っ
た
会
と
か
、
部
会
に
参
加
す
る
に
は

ち
ょ
っ
と
余
裕
が
な
い
っ
て
い
う
感
じ
は
す

ご
く
し
て
ま
す
。
若
い
時
代
か
ら
そ
う
い
っ

た
会
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
っ
て
、
親
世
代

や
、
そ
の
さ
ら
に
上
の
人
に
勧
め
ら
れ
て
と

か
、
そ
う
い
う
パ
タ
ー
ン
の
方
が
き
っ
と
多

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
親
会
の
方
の
ご
子
息

を
ぜ
ひ
推
薦
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
い
の
か

な
と
思
い
ま
す
。

鹿
野　

ス
ト
レ
ー
ト
に
親
会
に
入
っ
て
来
る

若
い
人
も
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
方
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
し
て

も
い
い
も
ん
な
ん
で
す
か
。
親
会
も
出
て
、

青
年
部
会
も
出
る
の
は
変
則
的
に
見
え
ま

す
が
。

宇
田
川　

そ
う
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
実
際
、
新
入
会
員
歓
迎
会
が
、
組
織

委
員
会
で
行
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
う
い
う
場
で
、
年
齢
が
若
く
て
、
対
象

で
あ
れ
ば
、
一
応
青
年
部
会
の
勧
誘
と
い
う

か
、
話
も
し
て
、
そ
こ
で
入
っ
て
い
た
だ
け

る
方
も
あ
り
ま
す
し
。
入
る
以
上
は
、
親

会
に
も
会
費
を
払
っ
て
、
青
年
部
会
に
も

会
費
を
払
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
っ
て
い
う
こ

と
な
ん
で
負
担
は
大
き
く
な
る
ん
で
し
ょ
う

け
ど
も
、
い
ず
れ
に
し
て
も
親
会
に
入
る
こ

と
が
一
つ
の
基
本
で
す
か
ら
、
そ
の
負
担
の

部
分
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
。

鹿
野　

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
み
た
い
な
も
の
が

あ
っ
て
、
金
銭
的
な
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
で
す
け
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
、
親
会

に
も
青
年
部
会
に
も
入
っ
て
も
い
い
と
い
う

人
が
い
る
可
能
性
も
あ
る
、
そ
う
い
う
増
や

し
方
は
ど
う
な
ん
で
す
か
。

宇
田
川　

ま
ず
年
齢
的
に
対
象
に
な
る
方

が
少
な
い
っ
て
い
う
の
と
、
親
会
入
っ
て
部

会
ま
で
っ
て
い
う
と
、
な
か
な
か
最
初
の
段

階
で
は
、
取
り
あ
え
ず
親
会
だ
け
で
、
そ

の
う
ち
っ
て
い
う
方
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

鹿
野　

確
か
に
一
番
働
き
盛
り
の
と
き
に
青

年
部
会
に
入
っ
て
、
仕
事
を
し
な
が
ら
部

会
活
動
っ
て
い
う
の
は
ど
う
な
ん
で
す
か
。

そ
う
い
う
ハ
ン
デ
ィ
と
か
っ
て
い
う
の
は
感

じ
る
ん
で
す
か
ね
。

小
笠
原　

僕
も
10
年
ぐ
ら
い
や
ら
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
る
ん
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
30
前

半
か
ら
今
の
年
、
40
に
会
社
で
も
代
表
に

な
っ
て
、
部
会
長
も
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

っ
て
い
う
こ
と
で
す
が
、
負
担
に
思
っ
た
こ

と
は
な
い
し
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
る
と
い
う
か
、
自
分
で
は
別
に
、
今

ま
で
負
担
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す
。

む
し
ろ
自
分
に
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
が
多

く
て
、
失
礼
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
人
脈
が
増

え
て
、
そ
れ
な
り
に
今
ま
で
活
動
し
て
き

た
た
ま
も
の
で
あ
る
で
し
ょ
う
し
。
僕
は
、

後
ろ
向
き
の
考
え
は
な
い
で
す
ね
。
皆
さ

青
年
部
会
へ
の
入
会
方
法
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ん
は
、
や
る
前
に
、
や
っ
た
ら
大
変
な
ん
で

し
ょ
う
み
た
い
な
印
象
が
あ
る
と
思
う
ん

で
す
。
ぜ
ひ
、
で
き
る
人
は
経
験
し
て
く
だ

さ
い
っ
て
い
う
の
は
、
声
を
大
に
し
て
い
い

た
い
で
す
。

小
張　

私
は
水
島
さ
ん
が
紹
介
者
で
入
れ

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
け
ど
、
最
初
の

何
回
か
は
休
ま
ず
に
出
た
方
が
い
い
っ
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
ん
で
す
。
休
む
と
、
し

ば
ら
く
行
き
に
く
く
な
る
か
ら
っ
て
い
う
、

な
る
ほ
ど
そ
の
と
お
り
だ
な
と
思
っ
て
、
欠

か
さ
ず
毎
回
、
最
初
の
何
回
か
出
る
よ
う

に
し
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、
休
め
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
て
⋮
。

　

紹
介
者
が
よ
り
手
を
差
し
延
べ
る
っ
て

い
う
ん
で
し
ょ
う
か
、
引
っ
張
る
っ
て
す
ご

く
大
事
だ
な
と
い
う
の
を
す
ご
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
も
紹
介
し
て
入

っ
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
で
き
る
だ
け
電

話
を
し
た
り
、
連
絡
す
る
よ
う
に
は
し
て

い
ま
す
。

真
野　

こ
れ
か
ら
の
青
年
部
、
未
来
へ
向
け

て
な
に
か
あ
り
ま
す
か
。

小
笠
原　

青
年
部
会
、
法
人
会
自
体
が
そ

う
で
す
が
、
会
社
の
代
表
の
方
が
圧
倒
的

に
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
人
た
ち

の
集
ま
り
で
す
か
ら
い
ろ
ん
な
意
見
を
持
っ

て
る
の
も
当
た
り
前
で
し
ょ
う
し
、
お
互
い

失
敗
を
恐
れ
ず
に
っ
て
い
う
か
、
い
ろ
ん
な

忌
憚
の
な
い
意
見
を
出
し
合
っ
て
、
も
っ
と

新
し
い
こ
と
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
け
る
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
な
と
は

思
い
ま
す
。

宇
田
川　

も
っ
と
楽
し
い
会
に
。
青
年
部
会

は
そ
れ
で
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
公
益

と
か
難
し
い
話
も
あ
る
ん
で
し
ょ
う
け
ど
、

そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
だ
け
じ
ゃ
ど
う
し
て
も

決
め
ら
れ
な
い
。
部
会
が
こ
う
な
れ
ば
、

必
然
的
に
青
年
部
会
は
事
業
を
こ
う
い
う

ふ
う
に
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思

う
の
で
、
青
年
部
会
は
楽
し
く
や
っ
て
く
の

が
、
一
番
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

水
島　

少
し
ニ
ー
ズ
を
顕
在
化
さ
せ
る
と
い

う
か
、
例
会
に
し
て
も
、
み
ん
な
ど
ん
な
こ

と
が
や
り
た
い
と
か
、
や
っ
た
ら
来
た
い
な

と
か
、
そ
れ
こ
そ
さ
っ
き
の
会
員
増
強
の
件

も
、
じ
ゃ
あ
、
平
均
年
齢
は
な
ん
ぼ
に
な
る

の
か
と
か
、
少
し
数
値
目
標
と
い
う
と
ち
ょ

っ
と
堅
い
か
な
、
ど
ん
な
例
会
だ
っ
た
ら
来

た
い
と
か
、
も
う
少
し
い
ろ
い
ろ
な
会
員
さ

ん
の
声
に
耳
を
傾
け
る
時
期
に
き
て
い
る
の

で
は
な
い
の
か
な
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
幹

事
は
じ
め
と
し
て
、
そ
う
い
う
例
会
を
や
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
と
、
中
途
で
申
し
上
げ

た
ん
で
す
け
ど
、
怒
ら
れ
る
っ
て
い
う
ん
で

す
か
ね
、
失
敗
で
き
る
っ
て
い
う
の
は
、
も

う
各
諸
先
輩
が
ず
う
っ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
る

こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
例
会
に
行
っ

て
突
然
マ
イ
ク
が
振
ら
れ
て
し
ゃ
べ
る
と
か

い
う
の
も
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
非
常
に
も

う
だ
い
ぶ
な
れ
た
分
野
な
の
で
す
が
、
そ
う

い
う
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
の
は
実
は
世
の
中
に

あ
ま
り
な
く
て
、
し
ゃ
べ
る
練
習
と
か
、
司

会
を
や
る
と
か
、
そ
う
い
う
場
は
あ
り
そ

う
で
な
い
な
の
で
、
30
代
、
40
代
の
と
き
に

は
、
訓
練
に
も
な
る
し
、
そ
れ
を
し
っ
か
り

先
輩
に
注
意
し
て
い
た
だ
け
ま
す
し
ね
。
そ

う
い
う
場
っ
て
い
う
の
は
、
思
っ
た
ほ
ど
世

の
中
に
、
僕
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

い
ま
す
。
あ
あ
い
う
紹
介
の
仕
方
は
駄
目

だ
よ
と
か
ね
、
そ
う
い
う
こ
と
っ
て
、
年
齢

が
上
に
な
る
と
な
か
な
か
い
っ
て
も
ら
え
な

い
と
思
う
ん
で
、
社
会
っ
て
い
う
も
の
の
中

に
、
自
分
が
い
る
と
い
う
中
に
お
い
て
も
、

経
営
者
と
い
う
意
味
で
世
の
中
に
身
分
が

あ
る
中
で
は
、
青
年
部
会
に
入
っ
て
い
た
だ

い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
大
人
の
方
か
ら
の
目
線

に
さ
ら
さ
れ
た
り
、
注
意
さ
れ
た
り
、
ア
ド

バ
イ
ス
い
た
だ
い
た
り
と
い
う
の
は
、
な
か

な
か
こ
う
、
一
生
は
長
い
っ
て
い
い
ま
す
け

ど
も
、
実
は
こ
の
期
間
ぐ
ら
い
し
か
経
験
で

き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。
失
敗
で
き
る
、
ミ
ス
で

き
る
、
そ
う
い
う
場
と
い
う
の
は
世
の
中
あ

ん
ま
り
な
い
の
で
、
ぜ
ひ
若
い
方
々
に
集
ま

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
会
に
し
た
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

小
笠
原　

青
年
部
会
で
経
験
で
き
る
こ
と

は
、
ほ
ん
と
に
貴
重
な
経
験
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
出
て
き
て
い
た
だ
い
て
、
先
輩
方
が

よ
く
い
っ
て
お
ら
れ
る
、
よ
く
学
び
、
よ
く

遊
ぶ
で
、
自
分
の
仕
事
の
方
に
も
絶
対
損

に
は
な
ら
な
い
、
つ
な
げ
て
い
け
る
何
か
を

見
つ
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
自
分
が
部

会
長
を
や
ら
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
切
に
思
う

の
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
素
晴
ら
し
い

人
脈
を
広
げ
て
、
い
ろ
ん
な
世
界
に
触
れ
て

っ
て
い
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
ほ
ん
と
に
貴

重
な
経
験
だ
と
思
う
ん
で
、
ぜ
ひ
出
て
き
て

い
た
だ
き
た
い
な
っ
て
い
う
の
は
い
つ
も
思

っ
て
ま
す
。

青
年
部
会
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

意見交換で問題点が見えてくる。
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我
が
国
の
医
療
制
度
は
、
す
べ
て
の
国
民

は
何
ら
か
の
公
的
保
険
に
加
入
を
し
、
保

険
証
さ
え
持
っ
て
い
れ
ば
「
い
つ
で
も
・
ど

こ
で
も
・
誰
で
も
が
」
公
平
な
医
療
を
公
平

な
負
担
で
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
高
額
な
医
療
費
掛
か
っ
た
と

し
て
も
「
毎
月
の
支
払
い
の
限
度
額
（
高
額

療
養
費
制
度
）」
が
決
ま
っ
て
お
り
、
安
心

し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
大
変

素
晴
ら
し
い
制
度
と
い
え
ま
す
。
こ
う
し
た

「
安
心
し
て
医
療
が
受
け
れ
る
」
制
度
で
す

が
、
現
在
の
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
実

は
格
差
が
存
在
す
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
医
療
に
お
け
る
格
差
と
い
う
の
は
非

常
に
大
き
な
格
差
が
あ
り
、
大
き
く
4
つ

の
格
差
に
集
約
を
さ
れ
ま
す
。
ま
ず
一
つ
は

「
地
域
格
差
」
で
す
。
こ
れ
は
お
医
者
さ
ん

や
診
療
科
、
病
院
の
偏
在
に
よ
る
格
差
で

す
。
二
つ
目
の
格
差
は
「
医
療
機
関
格
差
」

で
あ
り
、
こ
れ
は
病
院
ご
と
の
治
療
実
績
に

よ
る
格
差
で
す
。
三
つ
目
は
「
医
師
格
差
」

で
、
お
医
者
さ
ん
の
知
識
や
技
術
に
よ
る
格

差
で
す
。

そ
し
て
最
後
に
「
経
済
格
差
」
と
い
わ
れ

る
、
高
度
化
す
る
医
療
の
中
で
高
額
な
医

療
費
が
掛
か
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
外
科
の
分
野
で
は
「
一
般
外

科
」
と
い
う
考
え
方
と
「
専
門
外
科
」
と

い
う
2
つ
の
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
「
一
般
外
科
」
と
い
う
分
類
に
さ
れ
る
の

が
、
圧
倒
的
な
数
を
誇
っ
て
い
ま
す
。「
一

般
外
科
」
と
い
う
の
は
、
様
々
な
疾
患
、
部

位
の
手
術
を
行
な
い
ま
す
。
そ
の
一
方
、
専

門
外
科
に
分
類
さ
れ
る
の
は
、「
呼
吸
器
外

科
」
や
「
消
火
器
外
科
」、「
乳
腺
外
科
」
等
、

特
定
の
部
位
の
手
術
を
専
門
に
行
い
ま
す
。

重
篤
な
病
気
で
患
者
の
立
場
に
立
っ
た
と
き

に
は
、
し
っ
か
り
「
専
門
外
科
」
の
診
療
科

や
医
師
に
か
か
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

統
計
的
な
話
を
す
る
と
、
今
わ
が
国
の

死
因
順
位
第
1
位
が
、
悪
性
新
生
物
。
い

わ
ゆ
る
が
ん
で
す
。
第
2
位
が
心
疾
患
、

第
3
位
が
脳
血
管
障
害
と
い
う
こ
と
で
、

重
大
疾
病
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
の
3
つ
の
ご

病
気
で
、
第
1
位
、
第
2
位
、
第
3
位
を

占
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
の
日
本

人
の
死
亡
率
を
み
る
と
、
1
9
8
1
年
に

悪
性
新
生
物
、
が
ん
が
第
1
位
に
な
っ
て
、

そ
の
ま
ま
増
え
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
で
は
、
が
ん
で
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
る
方
が
ど
の
ぐ
ら
い
の
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
か
と
い
う
と
、
現
在
は
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
の
29
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
が

死
亡
原
因
は
が
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
今
一

般
的
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
い
わ
れ
て
い
る
か

と
い
う
と
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
る
方
の

3
人
に
1
人
は
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
男
性
の
2
人
に
1
人
、
女
性
の

2
・
5
人
に
1
人
は
が
ん
に
な
る
時
代
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

専
門
医
に
か
か
る
こ
と
が
重
要

【厚生事業委員会とは】厚生事業委員会は主に会員企業の福利厚生を担当する委員会です。
事業内容は・異業種交流会・バス研修会・各保険制度の普及推進・人間ドック、病院施設の斡旋、紹介など多岐にわ
たっています。異業種交流会は未加入企業にも参加を促し地元の企業間の橋渡しを担っています。また、会員の健康
管理の一環として毎年秋に健康セミナーを開催していますが会員に限らず一般の方にもセミナーの受講を促進しています。

平成 2 4年度

荻窪法人会 厚生事業委員会

特別講演会

平成24年7月18日（水）、荻窪タウンセブン8階大会議室において厚生事業委員会主催、大同生命保険（株）・AIU保険会社共
催の荻窪法人会特別講演会が開催されました。講師の町田晃二氏は、三大疾病と最新医療について、現在利用可能な最先
端の施設・設備・治療方法、なぜセカンドオピニオンが有能なのか、その利用方法や相談方法などについて講演。現在の日
本に存在する医療格差をなくし、病気に打ち勝つための重要なポイントについて、講演を抜粋して紹介します。



19　

ま
た
、
重
大
疾
病
と
い
わ
れ
て
い
る
3
つ

の
ご
病
気
で
ど
の
ぐ
ら
い
の
方
が
お
亡
く

な
り
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
が
ん
は

29
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
が
、
心
疾
患
は

15
・
8
パ
ー
セ
ン
ト
、
脳
血
管
疾
患
は
10
・

3
パ
ー
セ
ン
ト
、
こ
の
3
つ
の
ご
病
気
で

55
・
6
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
が
お
亡
く
な
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、「
が
ん
」
だ

け
で
は
な
く
、「
心
疾
患
」「
脳
疾
患
」
も

含
め
、
自
分
自
身
の
病
気
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
ま
す
。

ま
た
「
経
済
格
差
」
と
い
う
視
点
で
い
う

と
「
粒
子
線
治
療
」
と
い
う
先
進
医
療
の

枠
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
非
常
に
治
療
効
果

が
高
く
、
し
か
も
副
作
用
が
少
な
い
が
ん

の
放
射
線
治
療
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
治

療
方
法
を
選
択
す
る
と
技
術
料
と
し
て
約

3
0
0
万
円
前
後
の
費
用
が
発
生
し
ま
す
。

で
す
か
ら
こ
う
し
た
3
0
0
万
円
ぐ
ら
い

の
費
用
が
掛
か
る
と
、
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て

は
こ
の
治
療
方
法
を
選
択
で
き
る
患
者
さ
ん

と
、
で
き
な
い
患
者
さ
ん
が
出
て
し
ま
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
経
済
格
差
と
い
う
の
も
ご

認
識
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
医
療
格
差
を
前
提
と
し
て
、

私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
病
気
と
対
峙
し
て

い
く
べ
き
か
を
考
え
ま
す
と
、
一
番
重
要
な

の
が
病
状
、
症
状
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
、
治

療
方
法
の
選
択
、
専
門
医
に
た
ど
り
着
い

て
い
る
か
ど
う
か
が
極
め
て
重
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
私
た
ち
は
医
療
に

関
す
る
知
識
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
の
病
院

に
行
け
ば
い
い
の
か
、
ど
の
先
生
に
か
か
れ

ば
い
い
の
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
治
療
方
法

の
選
択
は
ど
う
い
う
治
療
方
法
の
選
択
を

し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
の
が
分
か
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
重
要
な
役
割
を
担
う
の
が
、「
セ

カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
」と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
ど
も
は
全
国
規
模
で
医
師
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
て
お
り
、
重
篤
な
ご
病
気
に
な

ら
れ
た
際
に
は
、「
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
」

を
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
の

中
で
、
病
気
に
な
ら
な
い
こ
と
が
一
番
重
要

で
す
が
、
万
が
一
の
時
に
備
え
、
安
心
し
て

「
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
が
受
け
ら
れ
る

事
が
大
切
で
す
。

例
え
ば
、
主
治
医
に
『
手
術
し
か
方
法

は
あ
り
ま
せ
ん
。』
と
説
明
を
受
け
た
と
し

ま
す
。

●
本
当
に
手
術
し
か
方
法
が
無
い
の
だ
ろ
う

か
？

●
他
の
治
療
法
は
無
い
の
か
？

●
主
治
医
の
先
生
は
こ
の
病
気
に
関
し
て
の

専
門
医
な
の
か
？

●
手
術
を
受
け
る
前
に
他
の
専
門
医
の
意

見
を
聞
い
て
み
た
い

と
い
う
気
持
ち
に
多
く
の
患
者
は
思
う
は

ず
で
す
。

し
か
し
、
他
の
専
門
医
に
意
見
を
聞
く
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
？

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な

い
、
と
い
う
方
が
大
半
で
す
。

診
断
さ
れ
た
病
気
に
関
す
る
知
識
や
情

報
も
な
く
、
不
安
や
悩
み
を
覚
え
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
時
に
「
セ
カ

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
を
利
用
し
ま
す
。

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

①
新
た
な
治
療
方
法
が
増
え
、
選
択
肢
が

広
が
る
。

専
門
医
の
意
見
を
聞
く
こ
と
で
、
様
々
あ
る

治
療
法
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、
選
択
肢
が
広

が
る
。

②
自
分
の
病
状
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
治
療

方
法
に
た
ど
り
着
け
る
可
能
性
が
高
い
。

③
他
の
医
師
の
意
見
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、

安
心
感
が
得
ら
れ
る
。

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
受
け
る
こ
と
に

よ
り
患
者
が
安
心
感
を
得
ら
れ
る
事
も
重

要
な
「
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
の
役
割
で

あ
り
ま
す
。

昨
今
、
情
報
社
会
と
言
わ
れ
医
療
に
関
す

る
情
報
な
ど
も
あ
り
ふ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
り
、
本
屋
に
行
け
ば

病
院
や
治
療
方
法
に
関
す
る
本
は
山
の
よ

う
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
本
の
中
か
ら
自
分
に
合
っ

た
治
療
法
・
病
院
・
医
師
に
た
ど
り
着
く

の
は
困
難
で
す
。
し
か
し
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
を
受
け
る
事
で
治
療
方
法
の
選
択
肢

が
広
が
り
、
自
分
の
病
状
に
最
も
ふ
さ
わ
し

い
治
療
方
法
を
知
り
、
安
心
感
が
得
ら
れ
、

様
々
な
治
療
法
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
し
っ
か
り
把
握
し
、
納
得
の
い
く
選
択
が

で
き
る
の
で
す
。

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
患
者
が
「
セ

カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
を
受
け
る
メ
リ
ッ
ト

は
計
り
知
れ
な
い
く
ら
い
大
き
く
重
要
な
も

の
で
あ
り
、
必
要
不
可
欠
な
の
で
す
。

先
進
医
療
の
経
済
格
差

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
重
要
性

セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
有
用
性

資料をもとに講演を聞く参加者。
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24
年
10
月
5
日
（
金
）
荻
窪
法
人
会
ブ

ロ
ッ
ク
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
が
平
成
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
は
台
風

の
影
響
で
雨
と
風
が
強
く
最
悪
の
天
候
で

し
た
が
、
当
日
は
台
風
一
過
の
最
高
の
天
気

に
恵
ま
れ
申
し
分
な
い
日
で
し
た
。

日
頃
は
ス
ー
ツ
姿
の
方
々
と
の
会
合
で
す

が
、
ス
ポ
ー
ツ
シ
ャ
ツ
姿
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
会
話
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
14
名
、
第
2
ブ
ロ
ッ
ク
10

名
、
第
3
ブ
ロ
ッ
ク
8
名
、
第
4
ブ
ロ
ッ
ク

4
名
、
第
5
ブ
ロ
ッ
ク
7
名
、
大
同
生
命

1
名
の
計
46
名
で
し
た
。
当
日
は
申
し
込

み
の
全
員
が
参
加
し
、
一
人
の
欠
席
も
な
く

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回

の
成
績
は
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
が
グ
ロ
ス
、
ネ
ッ

ト
と
も
優
勝
し
2
年
ぶ
り
の
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
は
参
加
者
14
名

と
多
く
、
上
位
6
人
に
よ
る
成
績
で
結
果

が
出
ま
す
の
で
、
よ
り
多
く
の
参
加
者
が

出
場
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ブ
ロ
ッ
ク
成
績
が

有
利
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
今
回
か
ら
総
務
よ

り
ブ
ロ
ッ
ク
に
降
り
て
き
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
対

抗
ゴ
ル
フ
大
会
が
最
初
な
の
で
、
参
加
者

皆
様
に
行
き
届
か
な
い
点
、
不
慣
れ
な
点

が
多
々
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
今
回
の
ゴ
ル
フ
の
賞
品
の

寄
付
を
頂
い
た
方
々
に
、
会
長
に
成
り
代

わ
り
幹
事
と
し
て
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

次
回
も
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
事
、
又
皆
様
方
の
ご

事
業
の
益
々
の
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

台
風
一
過
の
最
高
の
天
気
に
恵
ま
れ
て

木
山
濃
美 

第
1
ブ
ロ
ッ
ク
長

順 位 氏　名 グロス ネット

優 勝 加藤敏行 83 67.8

準優勝 小林幸利 81 70.2

3 位 尾崎政雄 91 71.8

4 位 北出常雄 95 72.2

5 位 織茂章則 87 72.6

6 位 浜辺秋彦 85 73.1

7 位 新田　郷 78 73.2

8 位 井口悦明 90 73.2

9 位 柴田豊幸 83 73.4

1 0 位 井川泰伸 82 73.6

成績表（敬称略）

個人成績
順 位 ブロック ネット合計

優 勝 1 439.0

準優勝 3 444.2

第 3 位 2 445.8

第 4 位 5 446.4

第 5 位 4 451.6

団体戦成績（ネット）

第11回

ブロック対抗ゴルフ大会
会員同士の交流も深まる「ブロック対抗ゴルフ大会」は
毎年行われ、会員の楽しみのひとつです。
真剣なプレーで個人と各ブロックで成績を競い合い
会員企業の協力で賞品の提供をしていただいています。

（株）東洋時計
（株）ジーエスケイ
（株）大同生命保険
（株）井口鉱油
大一建設（株）

（株）石萬
鳥羽建設（株）

野田造園（株）
東京標識（株）
やせる教室スワン

（株）アーバンファミリー
昌英塗装工業（株）
平成ゴルフ倶楽部

賞品をご提供いていただいた企業一覧（順不同）
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www.e-tax.nta.go.jp

e-Tax（国税電子申告・納税システム）による提出
法定調書の作成・提出はパソコンで!!

光ディスク等（CD、DVD、MO、FD）による提出

年末調整等説明会のお知らせ
平成24年分年末調整等説明会を下記の日程で開催いたしますので、御出席ください。

※対象地域の説明会に出席できない場合には、他の地域の説明会に出席されても差し支えありません。

開催日 説明会会場 対象地域（ ※ ） 開催時間

11月12日 (月 )
久我山会館 久我山3-23-20
(井の頭線久我山駅より
徒歩3分)

久我山、宮前、松庵

用紙配布 13：00 ～ 13：30
11月13日 (火 ) 勤労福祉会館　

桃井4-3-2
(荻窪駅北口より0番または
西荻窪駅より4番のバスで
桃井4丁目下車)

今川、上井草、上荻、
清水、善福寺、西荻北
南荻窪、桃井 説 明 会 13：30 ～ 15：30

11月15日 (木 )
天沼、井草、荻窪、下井草
西荻南、本天沼

〔お問い合わせ先〕

○説明会、源泉所得税関係について 荻窪税務署　源泉所得税担当 TEL（3392）1111　内線515、516
○用紙請求、法定調書関係について 荻窪税務署　管理運営部門 TEL（3392）1111　内線123
※税務署におかけいただいた電話は、自動音声で御案内しています。
　お問い合わせは、音声案内で「2」番（税務署）を選択した後、交換手に内線番号をお伝えください。

○給与支払報告書及び特別徴収について 杉並区役所　課税課　特別徴収係 TEL（3312）2111　内線1204 ～ 1209

自宅やオフィス、税理士事務所からインターネットを利用して決定調書（合計表）の提出ができるので税務署への送付
や持参の必要がなく、大変便利です。詳しい情報は、e-Taxホームページをご覧ください。

市販の表計算ソフト等を利用してデータ作成ができます。大量の法定調書を作成する場合に適しており、事務の省力化、
効率化、またペーパーレス化が実現できます。

（御利用には、電子申告・納税等開始届出書の提出及び電子証明書の取得などが必要です。）
なお、荻窪税務署へ御提出いただく法定調書の署番号は、  01149   です。
お間違いのないようにお願いします。

e-Taxの操作に関するお問い合わせは、「e-Tax・作成コーナーヘルプデスク」（TEL 0570-01
イーコクゼイ

5901）へ
※月曜日から金曜日（祝日等及び12月29日～1月3日を除く）の午前9時から午後5時までご利用いただけます

（ご利用時間については、今後変更する場合もありますので、事前にe-Taxホームページでご確認ください）。

イータ君

イータックス 検索
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東
京
な
ど
の
大
都
市
に
い
る
と
、
わ
が

国
の
「
辺
境
」
が
置
か
れ
て
い
る
状
況

を
理
解
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
し
か
し
、
我
々
が
ふ
だ
ん
「
と

る
に
足
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
」
や

「
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
」
に
よ
っ
て
、

大
問
題
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

尖
閣
諸
島
、
北
方
領
土
、
竹
島
の
問

題
な
ど
は
、
こ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

今
回
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
ま
で
は
、
多
く

の
人
に
と
っ
て
「
辺
境
地
の
出
来
事
」

だ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
「
辺
境
」
が
日
本
の

政
治
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
日

本
全
体
の
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
山
間
地
に
は
、
過
疎
化
が
進

行
し
、「
限
界
集
落
」
に
な
り
つ
つ
あ
る

地
域
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
に

な
っ
て
い
る
の
が
山
林
な
ど
の
「
土
地
の

管
理
者
」
が
い
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
相
続
が
発
生
す
れ
ば
、
相

続
人
の
多
く
は
都
会
に
散
ら
ば
っ
て
い
る

こ
と
が
多
く
、山
林
な
ど
を
管
理
し
な
い
。

環
境
悪
化
が
問
題
に
な
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
土
地
を
外
国
資

本
が
「
水
源
地
」
と
し
て
買
い
あ
さ
っ
て

い
る
。「
環
境
問
題
」
や
「
水
源
問
題
」

は
、「
辺
境
」
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

日
本
全
体
の
問
題
な
の
で
あ
る
。

従
来
か
ら
「
過
疎
化
の
進
行
を
抑
制

す
る
対
策
」
と
し
て
「
公
共
事
業
」
は

お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
過
疎

化
は
依
然
と
し
て
進
行
し
て
い
る
。
従

来
の
「
公
共
事
業
」
の
問
題
点
や
「
限

界
」
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
い
ま
ま

で
と
違
っ
た
対
策
が
必
要
な
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

（
1
）
公
共
事
業
の
限
界

公
共
事
業
は
、
総
額
の
「
2
分
の

1
」
は
、「
国
の
補
助
金
」
だ
が
、
残

り
の
「
2
分
の
1
」
は
「
地
域
の
負
担
」

と
な
っ
て
い
る
。（
私
が
知
事
を
し
て
い

た
）
鳥
取
県
の
例
を
あ
げ
る
と
、
鳥
取

に
は
「
製
鉄
会
社
」
も
無
け
れ
ば
、「
セ

メ
ン
ト
工
場
」
も
な
い
。
こ
れ
ら
は
、

鳥
取
県
外
、
さ
ら
に
は
日
本
国
外
か
ら

調
達
し
て
き
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
地
元

の
工
事
業
者
を
通
じ
て
「
県
内
の
労
働

者
」
に
及
ぼ
す
「
経
済
効
果
は
限
定
的
」

で
、「
雇
用
創
出
効
果
は
乏
し
い
」
も

の
で
あ
る
。

ま
た
、
都
市
部
に
お
け
る
公
共
事
業

で
も
、
事
業
総
額
の
割
に
は
効
果
が
乏

し
い
も
の
も
あ
る
。
都
市
部
の
公
共
事

業
は
、「
土
地
の
購
入
費
用
」
な
ど
が
巨

額
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ

れ
に
よ
る
「
経
済
効
果
」
や
「
雇
用
創

出
効
果
」が
ほ
と
ん
ど
無
い
か
ら
で
あ
る
。

一
方
で
、「
必
要
な
公
共
工
事
」
は
や

ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

全
国
で
唯
一
高
速
道
路
が
無
い
県
が

「
鳥
取
県
」
な
の
だ
が
、
こ
れ
は
他
の
地

域
の
産
業
と
の
競
合
を
考
え
る
と
、
鳥

取
県
の
企
業
は
「
不
利
」
に
な
る
た
め
、

一
刻
も
早
く
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
限
ら
れ
た
予
算
の
な
か
で
お
こ
な
う

「
公
共
事
業
」
は
、
で
き
る
限
り
地
方

が
独
自
で
判
断
し
お
こ
な
う
べ
き
な
の
だ

が
、
現
在
の
国
と
地
方
の
予
算
制
度
の

も
と
で
は
、
限
界
が
あ
る
の
だ
。

（
2
）
市
町
村
合
併
に
よ
る
効
率
化
の

限
界

市
町
村
合
併
は
、「
効
率
化
に
よ
る
コ

ス
ト
削
減
」
と
「
地
域
経
済
の
拡
大
」

に
よ
り
、「
地
域
の
活
性
化
」
を
目
的
と

し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
初
期
の
目
的
ど
お

り
に
な
っ
て
い
な
い
地
域
が
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。「
地
域
の
活
性
化
」に
は
、

「
自
分
た
ち
が
考
え
て
な
ん
と
か
し
な
い

と
、、、」
と
い
う
「
自
治
体
の
自
主
性
」

が
必
要
な
の
だ
が
、こ
れ
に
不
可
欠
な「
使

い
勝
手
の
い
い
予
算
」
が
地
方
に
な
い
こ

と
が
問
題
な
の
だ
。

二
期
8
年
間
に
わ
た
り
鳥
取
県
知
事

を
し
た
経
験
か
ら
、
地
方
主
権
改
革
を

す
る
た
め
に
は
、
国
か
ら
地
方
へ
の
予
算

配
分
の
方
法
（
補
助
金
）
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
痛
感
し
て
い
た
。

民
主
党
の
管
政
権
の
下
で
、
総
務
大

臣
に
就
任
し
た
私
は
、
次
の
よ
う
な
改

革
を
お
こ
な
っ
た
。

（
1
）
補
助
金
改
革

各
省
庁
が
そ
れ
ぞ
れ
使
途
を
決
め
て

個
別
に
各
自
治
体
に
交
付
し
て
い
た「
個

別
補
助
金
制
度
」
を
廃
止
し
、（
人
口

や
産
業
な
ど
の
客
観
的
な
指
標
に
よ
っ

て
）
各
自
治
体
に
金
額
を
一
括
し
て
配

布
す
る
補
助
金
に
変
更
し
た
。
こ
れ
に

税制改正要望大会 
第29回 法人会全国大会  北海道大会レポート
平成24年10月11日（ 木）、北海道の釧路市民文化会館にて法人会の全国大会が
開催されました。今回は、この大会の記念講演の内容をご報告します。

小林誉光／荻窪法人会 税制副委員長

【税制委員会とは】会員の意見・
要望を反映しながら、税のある
べき姿を検討し、税制改正に関
する提言を取りまとめています。
その提言は、政府や国会への働
きかけを通じて、いままでにも
大きな成果をあげています。ま
た、行政と協力し、イベント等
の活動もしております。

第
一
部
　
記
念
講
演

「
地
方
の
再
生
と
日
本
の
将
来
」

講
師
：
片
山
善
博
氏

1

わ
が
国
の
「
辺
境
」
の

現
状
と
課
題

2

「
従
来
の
公
共
事
業
の
限
界
」と

「
地
方
主
権
改
革
」

3

民
主
党
政
権
の

「
地
方
主
権
改
革
」
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よ
り
、
各
自
治
体
は
、
使
い
道
を
独
自

で
決
め
ら
れ
る
補
助
金
が
登
場
し
た
。（
一

括
交
付
金
化
）

こ
れ
に
よ
り
、
予
算
面
で
も
「
自
治

体
の
自
主
性
」
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

（
2
）
地
方
債
発
行
の
自
主
性

自
治
体
が
金
融
機
関
か
ら
お
金
を
借

り
る
場
合
、「
地
方
債
」
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
地
方
債
の
発
行
に
は
、「
金
融
機
関

か
ら
の
承
認
」の
ほ
か
、「
国
か
ら
の
同
意
」

が
必
要
で
し
た
。
道
路
の
整
備
、
小
学

校
や
ダ
ム
の
建
設
な
ど
「
個
別
の
事
業
」

全
国
法
人
会
総
連
合
で
は
、
各
法
人

会
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
「
税
制
改
正
要

望
」
を
と
り
ま
と
め
て
、「
平
成
25
年
度

　

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
を
と
り

ま
と
め
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
提
言
の

内
容
を
「
5
項
目
の
基
本
的
な
議
題
」

に
分
類
し
、
提
言
し
ま
し
た
。

Ⅰ
.
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
と
今

後
の
あ
り
方

Ⅱ
.
経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策

Ⅲ
.
国
と
地
方
の
あ
り
方

Ⅳ
.
震
災
復
興

Ⅴ
.
そ
の
他（
納
税
環
境
、租
税
教
育
な
ど
）

各
議
題
の
「
具
体
的
な
提
言
内
容
」

や
、「
各
税
目
ご
と
の
詳
し
い
提
言
項
目
」

に
つ
い
て
は
、
全
国
法
人
会
総
連
合
の

H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
ご
と
に
「
国

の
同
意
」
が
必
要
で
し
た
。

こ
れ
を
、「
個
別
の
同
意
」
で
な
く
「
総

額
の
同
意
」
に
変
更
し
、
一
定
の
枠
内

の
金
額
な
ら
、「
国
の
同
意
は
不
要
」
と

し
た
。

「
地
方
債
の
発
行
の
自
主
性
」
を
各

自
治
体
に
与
え
る
こ
と
で
、
自
治
体
が

必
要
な
事
業
を
自
ら
で
考
え
る
と
い
う

「
自
治
体
の
自
主
性
」
を
推
進
し
た
。

国
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の

も
あ
る
が
、
地
域
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
も
あ
る
（
地
域
の
再
生
）。

た
と
え
ば
、「
公
立
学
校
の
い
じ
め
問

題
」
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
が
あ
っ
た
と
き
、
各

自
治
体
の
ト
ッ
プ
は
国
を
批
判
す
る
こ
と

で
責
任
を
回
避
す
る
こ
と
し
か
し
な
い
。

し
か
し
、
公
立
学
校
を
運
営
す
る
の
は
、

各
自
治
体
の
教
育
委
員
会
で
あ
る
。
い

わ
ば
、
教
育
委
員
は
学
校
を
運
営
す
る

点
で
「
経
営
者
」
な
の
だ
。

し
か
し
、
教
育
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は

5
～
6
人
で
構
成
さ
れ
、
さ
ら
に
非
常

勤
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
経
営
者
が
非

常
勤
の
企
業
が
よ
い
経
営
を
で
き
る
訳

が
な
い
。

地
域
の
問
題
は
、
地
域
が
責
任
を
持

っ
て
あ
た
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
だ
。

む
す
び
に

国
も
改
革
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

一
方
で
、各
自
治
体
も「
自
主
性
」と「
責

任
」
を
も
っ
て
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

「
地
域
の
自
立
と
再
生
」
こ
そ
が
、「
日

本
全
体
の
再
生
」に
つ
な
が
る
の
だ
か
ら
。

第
二
部
　
式
典

（
平
成
25
年
度
　
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
）

1

平
成
25
年
度  

税
制
改
正
に

関
す
る
提
言

2

税
制
改
正
に

関
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン

4

地
域
の
再
生
と

自
立
が
も
た
ら
す
も
の

講師の片山善博氏。

平成25年度税制改正に関する
スローガン。

参加者で記念撮影。

上
記
【
1
】
の
提
言
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」
を
作
成
し
、
大

会
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真 

参
照
）
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このコーナーは、話題になっている税の話や、法改正の話などをわかりやすく解説していきます。こんな話題を解説して欲しいなどご要望
があればリクエストをお待ちしています。法人会事務局までご連絡ください。

小 林 誉 光  税制 副 委員長

今話 題の 税 制 改 正の内 容 （ その 3 ）

1　　相続税の連帯納付義務の見直し

2　　住宅取得資金に係る贈与の非課税措置の拡充・延長

（1）相続税の連帯納付義務とは
相続により財産を取得した者は、その相続に係る相続税について、「その相続により受けた利益の価額に相
当する金額」を限度として、互いに連帯納付の義務を負うこととされています。このことを、「相続税の連帯
納付義務」といいます。

（例外）設立後「第一期目」および「第二期目」でも課税事業者になる場合
①課税事業者を選択した事業者
②資本金の額又は出資の金額が1,000万円以上の法人

（2）連帯納付義務の問題点
連帯納付義務の問題点は、相続人の誰かが相続税を滞納している場合、別の相続人に請求が行く可能性があることです。
本税だけでなく、延滞している場合の延滞税についても、請求される可能性があるため、延滞していない他の相続人にとって
は、いつまでもこの心配をしなくてはなりませんでした。

（3）改正の内容
今回の改正では、この連帯納付義務について、期限を設けました。

相続税の連帯納付義務について、「相続後長期間が経過した後に履行を求められるケースなどの発生」を防止する観点から、
以下のとおり、見直しを行いました。

次の場合には、連帯納付義務を解除します
①申告期限等から5年を経過した場合（注）
②担保を提供して延納又は納税猶予の適用を受けた場合

（注）「5年経過時点で既に連帯納付義務の履行を求めているもの」については、継続して履行を求めます。
（参考）徴収権の消滅時効…5年（国税通則法72条）

（4）いつから
「平成24年4月1日以後に申告期限等が到来する相続税」について適用します。
ただし、「同日において未納となっている相続税」についても、上記の改正と同様の扱いとします。

今回は、「資産税関係の改正」を中心に解説します。

第 29 回
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従来から「高齢者の保有資産の若年世代への早期移転を促進することを通じて経済社会の活性化を図る目
的」で設けられた制度でしたが、「昨年の東日本大震災後の状況」も踏まえて、改正がおこなわれました。
また「省エネルギー推進」及び「耐震性の向上」に資する「良質な住宅ストック」を形成する観点から、こ
れらの要件を備えた良質な住宅には、「非課税枠を拡充」しています（特別枠の設置）。

（1）贈与税の課税方法
贈与税の課税方法には、①「暦年課税（通常の場合）」と②「相続時精算課税」の2つの方法があります。「相続時

精算課税」は、親子間での贈与で一定要件に当てはまる場合に選択できる制度です。②は、「贈与税と相続税を一

体として考える制度」です。また、②をいったん選択すると、①に戻ることはできないので注意が必要です。

どちらの課税方法を選択しても、この非課税枠を利用することができます。

（2）改正後の非課税限度額について

（注1）東日本大震災の被災者については、平成24年中から平成26年中まで非課税限度額が1,500万円となります。

（注2）東日本大震災の被災者については、平成24年中から平成26年中まで非課税限度額が1,000万円となります。

（3）要件
この特例には、次の条件をすべて満たした場合にのみ適用できます。

①受贈者の要件：20歳以上の人（合計所得金額2,000万円以下）

②贈与者の要件：父母や祖父母、曾祖父母といった直系尊属

③対象となる贈与：「住宅取得や一定の増改築の資金」に充てるための金銭の贈与

④対象となる住宅の面積：床面積50㎡以上240㎡以下の住宅

（東日本大震災の被災者については上限はありません。）。

⑤居住要件：贈与を受けた年の翌年の3月15日までに居住すること

⑥申告要件：必要な添付書類を添えて、申告期限までに申告が必要です。

（4）いつから
平成24年1月1日以後に「贈与により取得する住宅取得等資金」に係る贈与税について適用します。

法人会では、 会員の皆様
の声を税制に反映すべく、
活動をおこなっています。

小林誉光 税制副委員長

2　　住宅取得資金に係る贈与の非課税措置の拡充・延長

（注1） 東日本大震災の被災者に係
る非課税枠については、24年から
26年の3年間、1,500万円（特別枠）
又は1,000万円（一般枠）となります。

（注2）「一般枠」「特別枠」ともに、
床面積50㎡以上240㎡以下の住宅
が対象です

（東日本大震災の被災者については
上限はありません。）。

贈与を受けた年 省エネルギー性・耐震性を
備えた良質な住宅用家屋（注1） 左記以外の住宅用家屋（注2）

平成24年中 1,500万円 1,000万円

平成25年中 1,200万円 700万円

平成26年中 1,000万円 500万円



 　26

日頃は法人会活動に格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。さて、現在、当法人会活動の大きな目標のひ
とつにe-Tax普及推進がございます。当法人会では平成24年度までに会員企業の50％利用を掲げております。この目標
を達成するためには会員皆様方の多大なご理解と同時に税理士先生方のご協力が必要不可欠と考えております。そこで
当委員会では、東京税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施いたしました。
質問内容は「顧客よりe-Tax代理申告・送信利用の依頼が来た時に、依頼通り行なって頂けるか？」更に依頼を行なうと
ご回答いただいた先生方に「e-Tax推進税理士事務所として会報に掲載させていただいてもよろしいか？」との問いを発し
たところ72名の先生方より快く承諾をいただきました。このように税理士会においてもe-Tax普及推進に積極的に取り組
んでおられます。そこで会員企業の皆様にひとつお願いがございます。顧問の先生に「先生、うちの会社次の決算は電子
申告でお願いしますよ。」と一言おっしゃっていただけませんでしょうか？
顧客である会員企業様と実務を担当する税理士の先生方がタッグを組んで初めてe-Taxという行政の合理化が大きく進展
していくと思います。何卒皆様方の尚一層のご理解とご協力をお願い致します。

e-Tax普及推進委員長　矢澤規充

e-Tax利用向上を目指し、東京税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施しました。
その結果多数の先生方から「e-Tax推進税理士事務所」として会報掲載に承諾をいただきました。

e-Tax推進税理士事務所について
e-Tax普及推進委員会

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

天沼 桑山　務 天沼1-2-3 3398-1316
黒川えり 天沼1-17-3 090-8479-0152
酒井幸三郎 天沼1-40-6 3392-5455
池上敬子 天沼1-41-6 5932-5128
岩倉永一 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392-0157
岩倉礼子 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392-0157
原田叔法 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392-2170
篠原あずさ 天沼3-3-2-701 6794-7334
藤村　茂 天沼3-23-23カ-ミリア荻窪202 6231-1701

西荻南 尾﨑正俊 西荻南2-6-6エルフ西荻1階　 3332-7351
河野修兵 西荻南2-9-13 5336-6457
塩谷治道 西荻南2-19-10美光ビル203号 3331-1151
西村克彦 西荻南2-19-10美光ビル 3331-1151
小野寺昭市 西荻南2-23-8 3333-4868
大槻一弘 西荻南3-7-10シオンハイツ405 6795-8420
松田正博 西荻南3-14-11和興ビル3階 5346-1181

久我山 小松原英二 久我山5-7-8 3333-9805
杉本洋子 久我山5-8-23 5370-8518

宮前 石原恵子 宮前1-16-23杉並宮前ロイアルハイツ304号 3334-1305
小松原英雄 宮前5-7-19 3331-3266
稲澤　聡 宮前5-10-5 3247-7194

南荻窪 加藤悦子 南荻窪3-27-5 3247-7300
荻窪 森脇雅子 荻窪2-20-7-504 5397-8026

永井敏雄 荻窪2-27-11 5397-6115
日高進也 荻窪3-45-3 3392-6731
早乙女和子 荻窪4-20-9-402号 3391-7626
伊藤佳江 荻窪4-21-4荻窪ローヤルコーポ104号 3394-1123
千葉繁樹 荻窪4-32-3AKオギクボビル401 050-5527-4372
大久保豊 荻窪5-13-6丸新マンション306号室 3398-8812
三好秀胤 荻窪5-14-4武蔵野マンション502 3393-2671
中村喜一 荻窪5-17-11荻窪スカイレジテル216 5347-9930
大島康司 荻窪5-21-16-1204 3392-6553
上角　孝 荻窪5-25-12-204 3392-6595
岩崎智香子 荻窪5-30-12グローリアビル1101号 3392-1198
税理士法人茂
木会計事務所

荻窪5-25-6 3393-0211

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

井草 山岡朋枝 井草2-35-12-2-409号グランドメゾン杉並シーズン 5310-3228
上井草 久保木浩志 上井草2-25-7上井草グリーンハイツ3-205 5303-4823

田崎　浩 上井草3-21-16 3399-7733
下井草 近藤健一 下井草1-5-17 3390-9437

山田　純 下井草2-8-22第2榎本マンション305 3399-5670
稲村仁了 下井草3-29-10佐藤ビル302号 5382-2711
藍野和男 下井草4-1-6 3397-5118
田鍋裕子 下井草4-30-18-203 6915-0397
鈴木百香 下井草4-32-9 3399-1555
田子周一 下井草4-33-12田子珠三事務所内 3395-3355

今川 中村良三 今川3-8-4 3399-3976
中村行雄 今川3-8-4 3399-3976

西荻北 馬場義男 西荻北2-3-9コメットビル5階 3394-5922
殿塚明夫 西荻北2-5-20-201 5382-5229
鈴木吉郎 西荻北2-6-6YS西荻3F 3301-5101
丸山文雄 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397-2770
福田都介 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397-2770
荒谷美佳 西荻北2-11-12ユートピア一番館202号室 5303-5781
山本哲郎 西荻北2-12-2西島ビル201 5303-6371
村林秀則 西荻北3-11-3サンコ-ト西荻窪115号室 6423-0566
東原　功 西荻北3-14-18ラーバンプラザ401 5936-0055
廣瀬一俊 西荻北3-20-12グラツィオーソ西荻窪B1 3399-0180
濱　正昭 西荻北3-32-11 3695-4121

上荻 丸山良尚 上荻1-5-2コロナビル6階 3391-6309
吉原敬三 上荻1-11-3アベイユ神秋602号 3391-2881
大矢勝昭 上荻1-16-3森谷ビル4階 3391-5588
小林誉光 上荻1-17-10シンフォニーアンダンテ602 3391-1044
穂坂正積 上荻1-18-14-206 3393-7571
山室文雄 上荻1-19-9朝日荻窪マンション603号 3392-9462
本橋喜久雄 上荻1-21-23 3392-5555
小島麻里 上荻1-23-19小嶋東神ビル4F 6913-0520
小澄事務所 上荻2-19-18　2階 5347-2066
和田　実 上荻4-19-22-603 3395-1131
岡田　茂 上荻4-23-9 3395-3111

本天沼 小野寺誠 本天沼2-41-8 5303-1680
清水 山本敦子 清水1-7-2ネイバリングハウス荻窪303 5397-6492

小口元一 清水2-11-10 3394-8391

東京税理士会荻窪支部　e-Tax推進税理士事務所（敬称略）	 平成24年10月22日現在
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ブロック・支 部 5 B L O C K

第 5ブロックバス研修 │ 第 23 支部長　髙木功雄 │

東京スカイツリーのお膝元、本所防災館と屋形船

第5ブロックでは、7月26日、恒例の夏の日帰りバス
研修会を40名の参加を得て実施致しました。目的は東京
スカイツリーのお膝元、本所防災館での防災体験と屋形
船での会食。

田辺副ブロック長提供のお土産を持って大型バスに乗
車、嶋ブロック長の開催の挨拶の後、ブロック長提供の
お茶を飲みながら、税金クイズを実施。全問正解の成績
優秀者の内数名には、泉前23支部長提供のスカイツリー
本が提供されました。本所防災館では、大型スクリーンの
防災シアターで3.11の模様が映し出され、その後2班に
分かれそれぞれ体験コーナーに真剣参加。地震体験では
全く立ってられず、消火体験ではなかなか火が消せず、煙
体験で四つん這いになって避難した後、訓練用人形に実
際にAEDを使用して心配蘇生法を体験しました。その後、
蔵前で屋形船に乗船、揚げたての天ぷら、寿司に舌鼓を
打ち、船上デッキで夕暮れの東京湾岸の景色を楽しみ、
高橋副ブロック長の中締めの挨拶後、帰途にはスカイツリ
ーがライトアップして出迎えてくれ、一路バスで荻窪へ。

厚 生 事 業 委 員 会 K O S E I J I G Y O

東京湾納涼船と花火大会に参加して　│  厚生事業委員  大野木  潤  │

1万 2 千発の花火を見ながらの夕涼み

「東京湾納涼船で夕涼みを」の案内状で早々に希望された方々90人は、皆さん時間前に杉並公会堂前にお集ま
りで、バス2台に分乗して、車中弁当とお茶を頂き会場の竹芝埠頭に向かいました。

8月11日、厚生事業委員会が主催のイベント、竹芝客船ターミナル広場から1500人乗り大型客船「サルビア号」
に乗って、東京湾内の納涼に合わせ、当日開催の東京湾大花火を見物すると云う、毎年もっとも人気のある企画です。

（昨年は東北大震災のため中止となりました）天気は曇りから雨模様との予報でしたが、幸い雨も降らず、猛暑もなく、
花火観賞にはトコトン楽しめる一夜となりました。

6時40分頃乗船開始、花火は7時より前方レインボーブリッジ方向より、当初低くやがて高く、大きな尺玉が
大音響とともに打ち上げられ、これに合わせて7時15分、船は汽笛を鳴らしながらゆっくり、桟橋を離れて行きます。

船中はビール、ワイン、カクテル、コーラ、ウーロン茶等飲み技題、船内で販売の和食、洋食、中華メニューを
食べながら談を交わしての花火観賞でした。7時40分より船内特設ステージでは、3人のゆかたダンサーズで歌と
踊りのショーが開催されましたが、殆ど見る人なく、もっぱら花火に目を移し、やがて船はレインボーブリッジをくぐ
るほどになりましたが、この頃より花火はピカチュウを画いたもの、小さな花壇を模したものなど変形のものが打ち
上げられてきました。花火屋さんも苦労している様子が見えますネ。船はやがて羽田沖にかかり、花火も遠く、小
さくなった頃Uターンして帰路に向かいます。空港に着陸する飛行機に目が入るようになって、1万2千発の花火も
終わりを告げた頃の8時20分、特設ステージでは「橋本みのりクルージングによる、ゆかたダンサーズ、ステージ」
が再開されました。

今度は花火も終了したため、大変な人々の人気です。歌謡曲、民謡、ジャズと幅広い曲にのって、歌い、踊りに
声を合わせての掛け声で、酔いに任せて楽しんでいました。時間も忘れた9時頃、船は竹芝桟橋に到肴、降船し
た私達は一旦乗船場ターミナル内に集合し、点呼してパスに乗り帰途につきました。参加された皆さんは、一人の
事故もなく無事に大変満足して、10時過ぎに荻窪駅前に到着してお帰りでした。なお、お茶をサービスしていただ
いた伊藤園様に御礼を申し上げます。

【部会とは】ある同じ目的を持った会員の集まりで
す。源泉部会：経理職員の源泉税を中心とした研
修会などを行う。青年部会：若手の経営者が集まり、
研修会や勉強会を行い、悩みを話し合えるような仲
間作りの場ともなっている。女性部会：女性経営者
同士の交流や社会貢献活動を行います。

【委員会について】法人会での委員会の役割は、会員活動の
年間のスケジュールを含め指針を示すことにあります。納税
制度の普及発展と良き経営者を目指す活動や地域社会貢献を
遂行するための具体的な企画と具現化のための道筋を考え、
その案件をブロック、支部で実行します。委員会の活動が活
発であればブロック支部の活動も充実したものになります。

【研修会について】荻窪法人会は秋と
春に研修会を行っています。荻窪法人
会は荻窪税務署管内を5つのブロック
に地域割りをしています。春は各ブロッ
クが独自のテーマで企画開催し、会員
同士のよい交流の場となっています。

上）体験コーナーの様子。　下）参加者で記念撮影。

ブロック・支部・委員会・部会からの報告

花火の様子。
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広報委員会

青 年 部 会 S E I N E N

9月税務研修会　│  青年部会  組織委員長  住田嘉久 │

講演「最近の税制改正について」

9月5日、荻窪東信閣において、税務研修会が行われました。荻窪税務署より、今年度新しく着任された、法人課税第一部門小茄子川栄治統括官
よりご挨拶頂いた後、同じく新任の森本学審理上席調査官より、「最近の税制改正について」というテーマでご講演頂きました。着任後、初めてお話
をして頂くということで、今年度の税制改正に絞らず、どのように税制が決まっていくのかという大局的なお話をして下さいました。ご用意頂いた資料は、
森本様ご自身で国税庁のホームページ等からお調べ頂いたもので、4冊に渡った内容の濃い資料でした。その中から重要なところ、皆さんが興味のある
ところをピックアップし、話題の消費税増税についてもご説明頂きました。

最後は時間が足りなくなるほど、森本様には熱のこもった講演を頂き、部会員も税について深く考えることができた研修会でした。

左）あいさつする小茄子川統括官。中央）講師の森本上席。右）講演の様子。

ブロック・支部・委員会・部会からの報告

ブロック・支 部 5 B L O C K

第 5ブロック音楽セミナー　│ 第 5ブロック 会計 小張正就 │

秋の特別セミナー  in 東京オペラシティー

平成24年10月4日（木）、第5ブロック音楽セミナー「秋の特別セミナー in東京オペラシティー」に初めて参加致しました。このセミナーは、「気軽に一
流の音楽を一流の場所で！」をキャッチフレーズに毎年行われておりますが、正にその通りでした。演奏家、会場、席（S席）供に素晴らしく、また、会費
2,000円と信じられない位の安価でした。では、演奏の内容はどうだったかと申しますと、こちらも流石に一流、クラシック音楽の素養のない私も開始早々
から名演に引き込まれ、夢のような時間を過ごすことができました。クライマックスではオーケストラの迫力に目の覚めるような感動を覚え、拍手にも力
がこもりました。あっという間に過ぎた2時間でしたが、非常に満足度が高かったです。私のように普段クラシック音楽に触れる機会のない方にもお勧
めのセミナーです。最後に、セミナー開催に尽力して下さった方々へ感謝致します。有難うざいました。

広 報 委 員 会 K O H O

Facebook勉強会　│ 広報委員 多比良秀俊 │

第 2 弾の初心者編、まずは登録から

　平成 24 年 9月25日（火）午後 6 時、法人会 2 階会議室において「フェイスブッ
ク勉強会 第 2 弾 初心者編」が行われました。（参加者：約 30 名）
　柴田副会長よりごあいさついただいた後、岩通ソフトシステム株式会社の伊縫雅
典氏に講師としてご講演いただきました。（今回の勉強会は前回出席された方から、

「もう少し初歩的なことを知りたい」という要望から企画され、IT 関係のスペシャリス
トである伊縫氏にお願いしました）
　2 部構成の講演は、第1部「Facebookを知る」、第 2 部「Facebookをはじめよ
う」と題して、Facebookの成り立ち・サービス内容・ルールなどの基本的なことを
学んだうえで、登録（アカウント作成）するまでの流れを知ることができる初心者にも
わかりやすい内容でした。特にプロジェクターを2台使ったデモンストレーションでは、
リアルタイムで登録するまでの様子や撮影した写真の投稿・メッセージの送信などが
行われ、疑似体験しながら学ぶことができたようです。この勉強会をきっかけに「荻
窪法人会 Facebookページ」に「いいね！」が増えることを期待いたします。

左上）あいさつする柴田副会長。右上）講師の伊縫氏。下）講演の様子。

いいね！
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青 年 部 会 S E I N E N

第 26 回  落語を楽しむ会│  青年部会  書記委員長  町田  茂  │

終始笑いの絶えない和やかな雰囲気

毎年恒例の「第 26 回 落語を楽しむ会 」が10月
10日（水）に杉並公会堂小ホールで開催されました。
今年の出演者は、三遊亭遊かり様、三笑亭朝夢様、
そして26 回全てにご出演頂いている古今亭寿輔師
匠でした。それぞれに味のある高座を披露して頂き、
ほぼ満員となった客席では、終始笑いの絶えない
和やかな雰囲気の中、伝統芸能を堪能することが
できました。

杉並区社会福祉協議会へのチャリティー募金に
おきましても、数多くの皆様から合計71, 495円の
ご協力を頂き、ご参加頂きました皆様に改めて御礼
申し上げます。

青 年 部 会 S E I N E N

第 21回東法連青連協第 4ブロックチャリティゴルフ大会　│  青年部会  書記委員長  町田  茂  │

団体戦は 3 位の好成績

平成24年9月26日、第21回東法連青連協第4ブロッ
クチャリティゴルフ大会が、埼玉県の東松山カントリークラ
ブにて開催されました。当日は気持ちの良い秋晴れに恵ま
れ、第4ブロック8単会、総勢73名にてプレーを行いまし
た。当部会からは、12名の部会員が参加し、プレーを楽
しみました。個人戦では3名の方が上位に入賞を果たし他、
個別に賞を受賞された方もございました。その結果、団体
戦は3位の好成績を収めました。表彰パーティーでは各部
会員との親睦を深める事が出来ました。尚、多くの方に御
賛同頂きましたチャリティの収益金は、第4ブロック租税
教育活動の推進費用にあてられます。

ブロック・支部・委員会・部会からの報告

参加者で記念撮影。

左）古今亭寿輔師匠。中央）三笑亭朝夢さん。右）三遊亭遊かりさん。

あいさつする小笠原部会長。 杉並区社会福祉協議会へ寄付させて頂きました。
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女 性 部 会 J O S E I

いちごプロジェクト　│ 女性部会 会計 秋葉恵子 │

無理なく節電を　

「いちごプロジェクト」とは美味しそうなネーミングですが全国法人会連合会女性部会連絡協
議会の社会貢献活動です。「いちご」とは= ①夏の節電目標「15％」を読み替えて（いち＋ご）、
②植物のいちごは「毎年実をつける多年草」なので、活動を継続して行くことに重ねてつけられま
した。家庭における電力需要ピーク時間帯の使用電力15％削減を目標に、節電を辛く不自
由なものととらえるのではなく『無理なく節電』する意識を（“無理なく”・“楽しく”・“節電ライフ
をエンジョイする”）大切に、広く社会に節電を啓発する色 な々取り組みを行っています。荻窪法
人会女性部会では、7月29日（日）に杉並区商店街連合会主催の「西荻おわら風の舞い」にて
パンフレットとミニうちわを配付しました。暑い日でしたので、うちわはあっという間に無くなりま
した。小さなことですが、うちわで節電を楽しんでいただければと思いました。

パンフレットとミニうちわを配付する様子。

ブロック・支部・委員会・部会からの報告

源 泉 部 会 G E N S E N

源泉部会地域外研修会　│  源泉部会  副部会長  岩崎篤弥  │

東日本大震災の復興支援を兼ねて茨城県の那珂湊へ

平成24年7月12日（木）　源泉部会恒例の地域外研修会。
今回の地域外研修会は、東日本大震災の復興支援を兼ねて茨城県の那珂湊

と筑波宇宙センターの見学及び移動中の車中にて税務の研修を行いました。研
修ということで、途中車中にて事前に荻窪税務署に作成していただいた問題集を
使ってしっかりと研修を行いました。

目的地である那珂湊では、すでに大部分が復興しており活気に満ちていましたが、
震災当時の写真を掲示しており当時の被害の甚大さが計り知れないものであった
か再確認することができました。那珂湊漁港にて昼食・買物のあと次の目的地、
筑波宇宙センターへ向かいました。

筑波宇宙センターでは実際の人工衛星や、国際宇宙ステーションの日本の実験
棟「きぼう」の原寸大モデルやH－Ⅱロケットなどが展示していました。また今回は
宇宙飛行士が実際に訓練を行う施設を見学することができました。筑波宇宙セン
ターでは「宇宙飛行士コース」「宇宙ステーションコース」「ロケットコース」のツアー
見学（要予約）が用意されており無料で体験できます。

家族でも十分楽しむ事ができますので機会がありましたら見学してください。
今回の地域外研修会には、初参加の方 も々何名かいらっしゃいましたが、参加

者の皆様が親睦を深めることができ、とても楽しく有意義な研修ができたと思います。
源泉部会は源泉税の他にも社会保険・労働保険などの実務者の為になる研修

を行い、今回のような野外研修やボーリング大会等の会員同士の親睦を深める行
事もあります。源泉部会にまだ加入していない法人は、この機会ご加入いただき、
情報収集や他社との交流を深め、一緒に勉強していきましょう。 上）筑波宇宙センターの見学の様子。　

下）記念撮影する参加者。
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特別講演会決定!

さかなクン、荻 窪 に およぐ

日時：平成 25 年 2 月27 日（水） 18 時～（開場17 時 30 分）

場所：杉並公会堂 大ホール

2013.2.27
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無担保 ･ 無保証人 マル経融資 のご案内

マル経融資（小規模事業者経営改善資金融資制度）は小規模事業者の方々の経営をバックアップする
ために、無担保・無保証人（信用保証協会の保証も不要）で商工会議所の推薦にもとづき融資される
国（日本政策金融公庫）の公的融資制度です。初めてのご利用の場合は、お申し込みから融資の実行
まで時間がかかりますので、お早めにご相談ください。

詳 し く は 、 お 問 い 合 わ せ く だ さ い

アク セ ス マ ッ プお 問 い 合 わ せ 先

東京商工会議所杉並支部
杉 並 区 上 荻 1- 2 -1イン テ グ ラル タ ワ ー 2 階
※平成24年5月28日より荻窪に移転しました。

TEL ３２２０-１２１１
http://www.tokyo-cci.or.jp/suginami/

＊審査の結果、ご希望に添えないこともあります。
＊融資限度額・返済期間・金利低減の取り扱いは平成 25 年 3 月 31 日の日本政策金融公庫受付分までとなります。
＊東京商工会議所杉並支部では、「窓口専門相談」（法律相談・税務相談）も実施しております。
　弁護士や税理士のアドバイスが無料で受けられます。＊会員・非会員の方問わずご利用できます。

日本政策金融公庫（旧国民生活金融公庫）の既往取引債権（普通貸付及び特別貸付）を
マル経融資で借替することが可能になりました！

次の要件のどちらも満たす日本政策金融公庫の既往取引債権をマル経で借り換えることが可能です。
（ア）借替対象の普通貸付及び特別貸付の既往取引債権残高が 300 万円以下のもの
（イ）担保・第三者保証人不要制度または新創業融資制度を適用しているもの

※既往取引債権に条件変更がある場合はお取り扱いできません。
なお、取扱にあたっては、日本政策金融公庫と事前協議を行います。

融 資 限 度 額 1, 5 0 0 万 円
返 済 期 間 運転資金7年以内、設備資金10年以内
担保・保証人 不要（信用保証協会の保証も不要）

金 利
年1.75％（平成24年10月15日現在）

※設備資金の場合、当初2年間の金利が0.5％低減されます。
※金利は金融情勢により変わることがあります。

必 要 書 類
確定申告書・決算書（2期分・2年分）、試算表、税金（法人税・所得税・事業税・住民税）
の領収書又は納税証明書、見積書など

融 資 対 象

①商工業者であり、かつ、日本 政 策 金融公庫の融資対象業種を営んでいる方。② 従業員
（役員・パートを除く）2 0人以下（商業・サービス業は5人以下）の法人・個人事業主の
方。③税金（法人税・所得税・事業税・住民税）を完納している方。④最近1年以上、同一
商工会議所の地区内で営業し、商工会議所の経営・金融に関する相談を一定期間受けて
事業改善に取り組んでいる方。


